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表　紙　解　説

コガネグモ（コガネグモ科コガネグモ属）〔Argiope amoena〕

表紙のものは♀。省はずっと小さく約5～8州。全国に広く分布し，早いものは5月ごろから

現われ，7・8月頃には，完全に成熟する。当地では，暖かいせいもあって6月ごろにはすで

に成体として存在する。完全円網にかくれ，おびの典型ともいうべきⅩ字型のかくれおびを造

る。

大型のくもで黄と黒かっ色の荒いしまもようが鮮明である。夏の日ざLを浴びた姿は，いかにも

もその名のごとくで，クモの美しきを改めて知らされるクモである。

また，クモについての詳細な記事は，2ページを参照。（表紙の図は平山による）



1，ホオキオオバコ（P34） 2・カキラン（瑠）

3，久志・大浦採集会メンバー（瑠）



4・ヒサカキの大木（窃
5・キキョウラン（増

6・其珠の核入れ（瑠）
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蜘　　蛛　（く　も）

2年　平　山　智　葦

1年　　前　田　明　子

序

クモ。あの8本足のSpiderのことである．クモはそこらあたりの木々に必ずといっていい

ぐらいいる。そんなに個体数の多い生物である。動物学上の分類からいくと，節足動物門クモ類

璃真正クモ類目に属す。「クモ」と言ったらすぐ連憩されるのが糸か網だろう。現在，日本には

千余種のクモが存在すると言われているが，そのうちの一つとして糸を出さないものはない。ク

モは，造糸器というのを持っていて，そこで糸が絶えず作られ吐糸管から出糸される。芥川竜之

介の作品に「くもの糸」というのがあるが，この中では地獄の人間たちが相当よじのぼってきて

もある程度までは切れないようだが，それほどまではないとしても，動物からとれる糸では最も

強いらしい。でも，かいこの糸のように大量生産がほとんど不可能なので，今のところ実糖化は

むずかしいとされている。

1

クモには，大きく分けて，造鍋性のクモと排個性のクモがいる。この二つはだいたい半々すつ

の割合で住んでいるため，全てのクモが栂を張るとは限らない。次に網のいろいろについて述べ

てみる。

網は，放射状の縦糸と，うず巻状の横糸からなる。しかし，すべての造縮性のクモの網がこの

形とはかぎらない。横糸には結球という小さな玉がいくつも附着しており，クモの糸がくっつく

のはこのためである。（図3写責）

烏の主な縁類としては，円栂，皿網，盈約などがある。円網は巌も普通に見られるもので，オ

ニグモ類などはそのうちでも完全な正常円滑をはる。また，おもしろいものとして，コガネグモ

やウズグモの白帯円用（かくれおびというⅩ字型や満巻状の特別な白い糸をつけた円禍）や，ゴ

ミグモの毀装円絹など他にも奴種ある。皿禍は，円椀に接するドーム桶によく似ているが帝態そ

の他本負的に異なるようだ。これは，Ⅱなどを上向きあるいは下向きにしたような形でサラダモ

の類がはる。次に撮鵬だが，これはタナグモ，クサグモ，イオグモなどが作る。樹木に′軋　家屋

内のすみなどに見られる雨で，普通奥にトンネル状の住居を伴う。この他にも条璃とか不規則璃

などと呼ばれるものもある。また，空間に絹を作らずにジグモのように袋状の住居を地中に作っ

ている抵数もある。このようなクモを排個性のクモと呼ぶ。俳個性のクモは，一定の住居を作ら

ず，絶えず単軌　地表，屋内などを動きまわっているのが特徴である。地表・草蘭にはササグモ

ハシリグモ，アリグモなどが，また屋内にはアシダカグ毛，ハエトリグモなどが見られる。
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2

クモの体は，頭胸部と腹部の二つに分かれ，歩脚はすべて頭胸部の方に付いている。

＜眼＞　すべて単眼で，普通8個。ときとして6個というものもいる。また，この目の並びによ

って垣の分数をすることができる。（図1参府）

＜触肢＞　6郎のむ分から成る。歩釦よりは小さいが，抱擁によっては歩伽と組違えるほど大き

いものもあり，昆虫の触角と似ている。これは，触覚・嗅覚に抱擁があり　雄と雌を見分けるの

に都合の良い結皆でもある。（図2参府）

く胸部＞　頭胸部の大部分を占める胸部には胸板と歩鮎が付いている。胸板は胸部の吸血にある

硬い板で，拉類によって形かいろいろ違うので分類に役立っ。ハート形や多角形のものが多い。

歩血は全部で4対8不あり，その各々は7つの知に分かれている。そのつけ根の方から，基轟・

転郎・腿節・膝節　脛鮨・択新郷βで，人面でいうと，横軸が太もも，腺節がひざ，遊離がす

ね．浜節が足，新郎が掛こあたるとみていいだろう。まてこ，殉柄の先端には2本か3本の爪があ

る。

‘「＼ヽ声し∈子－、

コガネグモ科、　　ササゲモ科

′／↑合了ヽ
ハエトリグモ科　　　　ヒメグモ料　　　　　　タナグモ科　　　　ユウレイク箋科

図1　種類による眼の並びの相違（文化祭指示図より）

く政普＞　尭部背面は拉独・個体によってすべて

独特の韻様を提示する。従って一番の分数の決め

手となるのはこの部分である。また，腹部腹面に

は雌雄とも上部中央に生殖醇と，書肺と呼ばれる

クモ独自の呼吸器がある。

＜糸疫（しゆう）＞　蝮部鼓下端にいくつかの突

起がある（普通6個）。これが糸痘（正しくは出

糸突起）といい，糸を出す出皆である。

図2　虹と雌の触肢（文化祭掲示図より）
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る

ここで，我々人間からみたクモについて書いてみよう。

クモをたいへん嫌がる人がいるが，こういう人には全部のクモが同じように見えるそうだ。し

かし，クモと思わないで（ちょ・つと無理な話かもしれないが）あのきれいな色彩を，あと一歩進

んで見出してもらいたい。蝶の羽の模様もなるほど美しいが，それにも劣らない神秘的な美を持

っている。赤あり，黄あり，緑あり。中にはグロテスクで本当に気味の憩いのもいるけれど，そ

れはほんの一部である。

クモの活動期は，ほとんど一年中であるが，最もよく活動するのはやはり夏である。春にはま

だ成長しきっていない子グモが存する。初夏に現われるコガネグモはいたる所に見られ，8月も

未になると，だんだん少なくなる。これは大型のクモの代表的な一つであり，腹部は黒かっ色に

黄色の太い横じまが3本はいっている。よくジョロウグ毛とまちがわれることがあるがまったく別もの

である。加世田周辺では，「ヤマコッ」，伊作では，「キンコッ」と呼ばれている。コガネグモ

は，網の中央に休むとき必ず蜘を2本ずつぴしゃっとそろえてとまる。だから，残多山採菜会の

とき山本先生が，コガネグモの写真を撮ろうとして，「ピントが合わない」と言われたエピソー

ドがある。6月ごろになると，ほとんどの竃猿が出そろう。オオシロカネグモ，ゴミグモ，アシ

ナガグモ，etc．　これらのクモも11月ごろになるとだんだん憲を消していく。また，大型グ

その一つ，オニグモは7月の初めには相当大きなものが，電線や霊木の枝など高い所に約50ご椚

四万の，あるいはそれ以上の，大きい網をはる。吹上ではオニデモのことが，ヤマオニグモとと

もに「ヤマコヅ」と呼ばれている。これに嗜まれたら一一晩は癌みが残る。昨年，艮初の1頭目を

6月中に見一ヌ蛇ドヨウオニグモは，描融が長く，12月二㍍句までいる，。これは水軍に多く見られ

10～11月の稲が実るころ巌も多い。小さくて黄色のきれいなクモだカも　滝につく害虫などを

主食としているらしい。10月の半ばになると，ぼつぼつジョ1ロウグモが出現してくる。コガネ

グモ，オニグモと並んで大型軽の一つである。11月ごろ，そこらの山中に入ると右を見ても左

を見てもジョロウグモぽかりであ名。初秋の皐は1～2C糀ぐらいだが，秋もおそくなると2－3

ご駕にもなる。成熟しきった早の糸症のあたりは票婚期に哀赤に色づき．その約には小さな谷が1

2頭多いときたは5票も同居している。黄色と青緑色のしま詣様が美しく，クモのうらで唯一の

黄色い糸を出すジョロウグモは，クモの四季をしめくくるにふさわしいクモだと言えそうだ。

排個性のクモの活動期も夏が最盛である。しかし，局内にいるシモブリイオグ毛やアシダカグ

モは冬でも時々見かける。アシダカクモは排掴性のものでは最も大きく，灰かっ色をしている。

万世あたりでは，「ヌヒトコッ」，書布施・吹上では，「ヤッデコッ」と呼ばれている。地中に

袋状の住居を作るジグモほ，庫射iり曲げると自分で塩を切るというので「サムライグモ」と

言っている所があるそうだが，実際には，まだ放回しかその内乞、見たことがない．、伊作のあたり

では，子供たちが「ブタ」と呼んで．袋を土の串からうまく引き出せるかどうかで豪しんでいる

ようだ．っ

また，メタラグモ類に属するザトウムシは，ほら穴などの暗い所を動き回っている。あずきぐ
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らいの大きさの体に細くて良い坤が？い貫いて，巧みに地上を洒動レT、いろ。蔵多山で採集した

1頭は最長足が14．3戊もあゥた。これで，金峰山と成多血がザトゥムシの確実な産地とわかっ

た。

4

最後に，この1年尚に諭査したこと，・研究‘したことな・どをまとめ上げるのは容易なこと一廿はな

かったが，‾中学時代からの経験．も含め，‘一応，・文として成ったようだ。私たちのように物好きな

人が今後もいるかどうかわかりま．せん。しか．し，これを読んで少しでも‘クモについて得・られると

ころがあれば幸いです。

図3（写真）クモ網の横糸
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加世田市周辺のク．モ類記録

2年　　平　山　智　葦

1年　　前　田　明　子

この記録は1971年度の加世田市周辺地域のクモ瀬を載せたものである。また，クモについて

は，⊥鮫の人々によく知られていないようなので，途中に簡単な特徴を書きこんでいきたい。な

お，記号は嬢の湖に使用しているものと同一とし，採集地の次のCは平山　Aは前田の採集者略

号とする。

〔1〕ジグモ科（Atypidae）

（1）ジグモ属（Atypus）

◇ジグモ

7月18日　阿多C　♯wit　　　　7月26日　阿多C　十十Wit

7月30日　川畑C l♀col1　　　8月19日　阿多C」＋Wit

8月29日　阿多C　＋Wit　　　　　9月　3日　阿多A　5♀col1

9月　4日　万世A　2♀　co11　　　9月14日　岡多C　3♀2容COll

o日光の直射しない樹木の根元，塀などの下方に住む。地中に袋状の住居（深いもので10～

13センチ）を作り，一部は地上に出して小さな虫などを捕える。♀17～20紺劇SlO～15が虎

〔2〕ウズグモ科（Uloboridae）

（1）ウズグモ属（Ulol〕OruS）

◇ウズグモ

6月27［］蔵多山CA　3♀48COll，Wit

8月19日　T CA　2♀1省COll♯wit

9月　5日　T A　3♀coil 9月19日　T CA　5♀1古Wit

0郊外，山中で多く見られる。渦巻状やまっすぐなかくれおびをつける。体は小さく♀4・｝7あ

るいは8朋谷3～5相方。

〔5〕ヒメグモ科（Theridiidae）

（1）イソウロウグモ属（Conopistha）

◇シロカネイソウロウグモ

9月19日　校内C l♀wit

（2）ハダカグモ属（Enoplognatha）
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◇カレハヒメグモ

9月5日　T C l♀wit

（3）ヒメグモ属（Theridion）

◇オオヒメグモ

8月2日　益山C l♀col1－　　　　　　8月15日　伊作C i♀coll

o体長♀7～10郡谷4～6′淵。不規則な立体約をはる。屋内によく見かけるが，野外でも暗い

所などにいる。

◇ヒメグモ

7月25日　川畑C l♀coH

8月18日　校内C l♀wit

o腹部は鐙色で，その中に盈斑がある。オオヒメグモと似た綿をはる。♀4～5月紺。

（4）コガネヒメグモ属（Chrysso）

◇コガネヒメグモ

9月5日　T C l♀coH

0体は小さいが金色のきれいなクモである。

（5）ミジングモ属（Dipoena）

◇ポカシミジングモ

6月2日　校内C l♀coll

oその名のとおりたいへん小さく，その考つりに長患な腹部が大きい。

〔4〕ユウレイグモ科（PhoIcidae）

（1）ユウレイグモ属（PboIcus）

◇イエユウレイグモ

7月26日　阿多C l♀wit　　　　　　9月19日　河多C l♀wit

o約1αのクモで屋内にいる。体にふれたら30秒ぐらい体をゆすっていた。

〔5〕コガネグモ科（Argiopidae）

（1）オニグモ属（Ar∂neUS）

◇オニグモ

6月20日　武田C l♀wit

9月18日　川畑A l♀coH

◇ヤマオこグモ

9月19日　で　C l♀coll

◇ヌサオこグモ

6月27日　蔵多山C l♀coll

一7－

6月27日　成多山CA1番2♀col1

9月19日　校内C l♀wit



0黄と黒のたいへん美しく目立つもようをしている。だが体は小さ．い。

（2）ヒメオニグモ属（Neoscona）

◇ヤマシロオニグモ

6月27日　蔵多山CA　2♀2省COH

0個体によって模様の変化があるので，この種を見きわめるのは容易でない。初夏に多く山に見

られるクモである。

◇ドヨウオニグモ

6月25日　武田C l♀col1　　　9月i5EL・申津野C　2♀cOll二拝wit

9月24日　申津野C：杜wit　　　9月29日　申津野C　♯wit

l0月　9日　申津野C♯wit l0月17日　中津野Cl♀collJ＋COH

11月　3日　申津野Cl＋Wit l1月　7日　中韓野C　＋Wit　2♀coll

ol甜内外のクモで今年は第1頭目を6月中に見っけた。曹通は8月ごろから10月の末ごろま

で多く見られる。色は，早く出たものほど若色が強く，おそくなるにつれて白っぽくなっていく

ようだ。金峰町巾淳野の水田に多くいた。稲につくウンカやヨコバイなどを主食としている。

◇イエオニグモ

9月15日　阿多C　2♀13COl1　　9月17日　阿多C　2♀col1

9月19日　川梱C　2♀coll，阿多A l♀col1

10月17日　串津野C　2♀38COH

◇サツマノミダマシ

6月27日　栽多山C l♀co日　　　8月12日　款目A l♀coll

o緑色のきれいなクモで短音の上端には責色いすじがある。木の葉のうらなどに止まっているた

めか，あまり見つけられない。

（3）コガネグモ讃（ArgiOpe）

◇コガネグモ

5月　5日　さつま湖C l♀col1　　5月lb自　校内C　2♀wit

月24日　誌揖C I CO11　　　　6月27日　蔵多山CA　2♀coH、‾

7月19日　校内C l♀wit　　　　　8月　5日　T C　2♀Cく）‖

（4）スズミグモ属（Cァrt（）phcra）

◇スズミグモ

∂月19H T C l♀15▼it

oドーム詞で　昌＿二律のよい高い前にいる。仝クモのうちで最も芙しいもようをしていると患わ

れる。

◇キヌアミグモ

6月27日　蔵多山A　王♀coll

o変わった形のクモで尻の方が細くなっている。一掬のらんかんのすき抱にいた。
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（5）ジョロウグモ属（Nephila）

◇ジョロウグモ

8月11日　秋目CA　亜♯wit

9月15日　T CA　亜♯wit

l1月　7日　中津野C　♯wit

l1月23日　阿多C　＋トWit

（6）ゴミグモ属（Cyclosa）

◇ゴミグモ

5月19日　校門C　2♀col1

7月14日　T C l♀coll

8月12日　秋目CA　亜♯wit

l0月17日　和田C　♯witl♀co11

11月12日　宮崎C l．♀coll

l1月24日　阿多C　＋Wit

6月27日、．蔵猿山A　2♀coH

〔6〕アシナガグモ科（Tetragnathidae）

（1）シロカネグモ魂（Leucauge）

◇オオシロカネグモ

6月27日　成多山CA　3♀coll♯wit　7月16日　校内C　2♀Yit

8月19日　校内C l♀col1　　　　　　9月15R T CA＋tWit　4♀coli

◇キララシロカネグモ

6月27日　蔵多山C l♀coll

o前者は銀色の中に黒い条が縦に3本はいっている。後者は金色に再現こ㌫巾に1本縦条がはいっ

ている。夏休みには両者ともよく見られた。

（2）アシナガグモ属（Tetragnatha）

◇トガリアシナガグモ

8月19日　川畑C l♀coll

〔7〕キシダグモ科（Pisauridae）

（1）ハシリグモ扇（Dolomedes）

◇スジブトハシリグモ

8月19日　で　C　2♀wit

◇スジアカバシリグモ

8月1訪日　で　A・1♀　wit

o章の餌をすばやく効き回はなかなか捕えることができなし、。綾部に鉦昔とも太いすじが縦に1

才二はいっている。

（2）ハヤテグモ属（Perenethis）

＿　◇ハヤテグモ

8月19日　T C　2♀wit

－9一



0前種に似ているが，色が白っぽい。やはり草間を彿御する。

〔8〕ドタグモ科（Lycosadae）

（1）ドタグモ属（Lycosa）

◇ドクグモ

7月29日　阿多C l♀coll

〔9〕タナグモ科（Agelenidae）

（1）クサグモ属（Ageiena）

◇クサグモ

6月27日　夜多山C l谷COll 9月4日　T A l♀coll

9月15日　T C l♀coH

◇コクサグモ

9月15日　了．A l♀coll

o両者ともトンネル状の住居をつくり，草間を伴侶している。

（2）イオグモ属（Coras）

◇シモフリイオグモ

9月10日　川畑C l♀coH 9月13日　阿多C　3♀coH

〔10〕カニグモ科（Thomisidae）

（1）アズチグモ属（Thomisus）

◇アズチグモ

9月4日　川畑C l♀coi1　　　　9月19日　校内　荻川1♀coll

o白くてかわいいクモ。榊性によって斑点のあるものとないものがいるハ

〔11〕ハエトリグモ科（Salticidae）

（1）シラビゲハエトリグモ属（Menemerus）

◇シラビゲハエトリ

6月19日　加世田C l♀coH　　　7月21日　阿多C l♀co．11

（2）スジハエトリグモ属（Plexippus）

◇テヤスジハエトリ

7月15口　授内C l♀wit　　　　　8月7円　加世田C l♀coH

0シラビゲ，チYスジの両ハエトリグモが巌も多く庵内に見られ，第1肢が特に太く獲物をとり

やすいようである。また，巧みにジャンプするのですぐにはつかまえられない。

（3）アリグモ寓（Myrmarachne）
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◇アリグモ

6月16日　川畑C l♀coH　　　　　7月22日　校内A l♀coll

oアリにそっくりで，ふつうの人には見わけがつかない。・1用程で全体的に黒っぼいかっ色。

〔12〕アシダカグモ科（Heteropodidae）

（1）アシダカグモ属（Heteropoda）

◇アシダカグモ

6月30日　加世田C l♀28wit 8月1日　校内C l省Wit

9月12日　阿多C　2♀1令COll

◇コアシダカグモ

8月15日　伊作C l♀col1　　　　　8月19日　加世田C l♀coll

〔1る〕メタラグモ頬（Opiliones）

◇ザトウムシ

6月27日　成多山C l♀coH

＜参考文献＞

0八木沼健宍（1960），原色日本掬妹類大図鑑；保育社

短報．・危4　八瀬尾　　71年10月17日　本佐貿彰・沢目睦文

く採集電＞

イシガケチ。ウ　6cOll　ッマグロヒ，ウモン　♯wit

ヒメアカタテハ　3cOll　　サツマニシキ　1COll

短報　ノ私5　野間岳　71年10月24日　木佐貫彰・浜Ⅲ睦文・本坊徳光

く深長踵＞

ァサギマダラ　4COll　　　ァカタテハ　十十Wit

リンドウの花がたくさん咲いていた。（野尚神社）

短報　脇6　八瀬尾　71年10月9日　　浜川隆文

＜採集種＞

ミドリヒ。ウモン　1省COll（大破）

八瀬尾のソバ畑で吸蜜していた。
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1971年のツマべニチョウの記録

2年　　木佐貫　　　彰

先輩方から近年特に少なくなったといわれ七：いたツマベニチョ如ごったけど，僕の想像してい
r

たのよりは多かった。70年・71年ともに安定した発生をくり藩したのだろう。ただ春の個体毅

に比べ夏から秋にかけて著しく減るのは気がかりである。我々のよく行く秋目・大当では，・ギ．

ボクの伐採もなく谷川沿いの田んぼも耕作工なくなったので，農薬などの為死ぬこともないだろ

う。

05月2日　　秋　目

ッマベニチョウ　4省令COll　新鮮　　他に多奴目撃（疾引ト本坊）

05月9日

ッマベニチョウ　18Wit　　　新鮮　　今岳（木佐貫・本坊）、

ツマベニチョウ　588COll　新辞　　卵　I c811　泡にも多数月

＿ま虫＿二∴
浜川・本坊）　ッマベニチョウ　1♀coll

今岳では単車の前を通り過ぎて海岸の方へ飛んで行っ

海佐買・城戸
目では，はっきりした蝶道が見ら

れてかなり正確なコー・スを飛んでいるがそれが同一仙体かどうかは確かめていない。大当では，

数では秋削こ劣るがわりと多い。

05月25白　　秋　目

ツマベニチョウ　2古谷（新鮮）1♀（車破）col1　2令幼虫2頭・卵5coll（木佐貫）

蝶道にあたる所にクチナシの花（白色）が咲いており，伯のアゲハチョウ類と吸蛮していた。

吸蜜時間はツマベ二にしては割と良くあまり見かけない雌も吸蜜していた。また雌の産卵も目

撃した。

05月30日　　生物部久志採集会

ッマベニチ。ウ　4＄aWit　多い　　　目撃したものはいずれもクチナシの花（白色）に

飛来・吸蜜していた。吸蜜時間は秋目で見たのより良かった。秋目では谷川沿いでしか見られな

く，めったに人家付近に飛んでくることはないが，久志では道路沿言や人家の責にあるクチナ

シの花によく競来する。クチナシの分布によるものだろうが，それだけ柳本奴が多いのかも知

れない。また言交畠さん（枕崎）は成虫3頚と幼虫を採摂しておられた。その人の詰によると

特定の揚所では多いということだった。

06月19日　大雨　　秋．巨

ツマベニチョウ　卵2COll（木佐貫・浜川）鴫畠なのかもしれないが，雨のため成虫は

無理としても幼虫すら全くいない。卵も必死に探してやっと2胤谷川の水鳥が弄梅に増してい

て小さいギョボクもあるのでどこかに移ったのかもしれない。しかし新しい食痕はなかった。
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07月4日　　秋　日

朝7時半に家を出て秋日に行った。成虫・幼虫・卵全く見あたらない。帰る途中浜川・城戸両

君と会ったので，秋目に引き返した。幸い新鮮な雄を2頑目撃できたが卵・幼虫は今く．王、ない。

（木佐貫・城戸・疾川＿）

07月25日　久　志

谷川を二つぐらい登ってみたが，成虫すら目撃できない。（木佐貿・浜川）

08月10日　秋　目（生物部合宿　12日まで）

ツマベニチョウ1谷COll　＃Wit　幼虫・卵は全く見あたらない．。（木佐貫懐川、東）・

08月11白　秋　日

ソマペニチ。ウl ScoH　2Wit　幼虫・卵ともになし。（木佐貫・浜川・東）

08月12日　秋　日

成虫すら目撃できない。（木佐貫・浜川・乗）

09月15日　秋　目

ツマペニチョウ　ユ＄wit　幼虫・卵ともになし。ギ。ポクで蛾の卵・幼虫を見っけた。

卵は10個ぐらいかたまっていた。久志では目撃できない。（木佐貫）

09月下旬　大当〆
ツマベニチョウ3令幼虫1coll　（浜川・本坊）

010月3日　秋　日

ッマベニチ．ウ蠣1」3令幼虫2COll（荻川・本坊）

以　上

志布志湾沿岸の摘発・ビロウ島の問題・城山の自然保護etc．各地で自然保護について，いろ

いろ論議されている今日，我が加世田でも少しずつそんな気配がでてきた。竹田神社の上の方も

j隼の時は足も踏み入れられない山だ去たのに，2年の8割よ全部伐採してしまって，皮肉なこと

に山の頂上でメスアカムラサヰを探した。同じように，加世田川沿いの別府城跡に公陶かできて

ユ隼の時は絶好のサツマシジミの捕痩地だったのに，2年の時は1匹も発見できなかった。秋月

の万は窯漁と通じる道路を建設中だが，ツマベ二の発生にはそう諺哲しないと思う。

詳しいことは知らないが，竹田神社はオオバラビロトンボの発生地だと御いているし，昆虫採集

には絶好の場所でいろいろめずらしいのもいる。我々の手で少しでも荒されないよう守って行き

たい。
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1971年度の迷蝶記録

才（．も快打
0シロチョウ科

ギンモンウスキチョウ（Catopsilia pomona Pabricius）

7月9日　枕崎市火之神公園　1♀wit　新鮮　　木佐貫彰

0ジャノメチョウ科

ウスイロコノマチョウ（Melanitisleda

6月8日　加世田市当房（万世）lCOl1

7月13日　加世田市当房（万世）1COH

10月7日　加世田市竹田神社　lCOll

lO月9日　加世田市当房（万世）lCOll

Linnaeus）

木佐貫彰

浜川睦文

浜川隆文

浜村睦文

なお，採集したものはすべて夏型であった。

0タテハチョウ科

タスアカムラサキ（Hypolimnas misippus Linnaeus）

10月3日　加世田市宮原山おかんやま”痕上1谷目撃　長川経文

リュウキュウムラサキ（Hypolimnas bolina Linnaeus）

8月31日　枕崎市火之押公園　l♀coll　　　　　浜川陸文

以　上．

1970年12月25日（雨）

マノセカワゴケノウを発見

2年　　本　坊　徳　光

雨の中を，佐方先生，山本先生，元山先生，それに私の4人で，天然記念物のマノセカワゴケ

ソウをみつけるため，河瀬の発電所芸の万の新川へ出かけた。現物を見たことのあるのは，佐方

先生1人。雨のため，片手にかさをもら，岩もすべるという悪条件の申，山本先生が，師走の冷

たい川の中へはいって，やっとの思いでみつけることができた。流れの速い水ぎわの岩に付着し

ているのを確認できてうれしかった。稟状体がゼニゴケに似ている。蒔鵜が少しおそかったので

全体的に赤みが少なかった。
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加世田市周辺淡水微生物

1年　　宮　原　康　展

1．Monostyla arcuata BARCE（カサネエナガワムシ）

11月　竹田神社の右側の池の下部より採集

2．Lepadella oblonga（EhRENBERG）（ウサギワムシ）

11月　竹田神社の右樋の池の下部より採集

3．Philodina roseola EI RENBERG（ベニヒルガタワムシ）

11月　竹田神社の右血の池の下部より採巣

4　池oina macrocopa STRAUS－（タマミジンコ8）

5月　学校の近くの水田の泥より採集

5　　ベニアブラミ　ミズ

5月　学校の近くの水田の泥より採集

6　VorticeHa sp．（ツリガネムシ）

5月　学校の近くの休耕田の泥より採集

7　Pediastrum sp．（クンシ，ウモ）

5月　学校の近くの休耕田より採集

8　Synedra ulna var．（バリケイソウ）

4月　竹田神社境内の池より採集

9　Gomphon acuminata var．coronatum（且hRENBERG）

BABENhORST・（クサビケインウ）

4月　竹田細社境内の池より採集

10　Navicula cryptocephala var，（フナガタケイソウ）

9月　学校の近くの休耕田より探束

11Euastrum ampullaceum PALFS（ツヅミモ）

9月　学板の近くの休耕団よ　採巣

12　R互icrasterias sp．（ツヅミモ）

9月　学校の近くの休耕田より採集

13　Scenedesmus eHipsoi（1euS CEODAT（イカダモ）

9月　学校の近くの休耕田より採集

14　Euastrum spinuloslユm Var inermis NORDSTEDT（ツヅミモ）

9月　学校の近くの休耕二田より採集
15　Cosmarium obtusatum SCI亘M工DLE（ツヅミモ）

9月　学校近くの休翫田より採集
－15－



1971年度文化祭（9月22日・水）

2年　　本　坊　徳　光

◇出展内容

0初秋の草花と植物写真展示（浜Ⅲ・南・川野）

0植物色素の分離（金竹）

0花粉の観察（酉）

校内樹木の葉形（弥勧）

0薇生物の観察（宮原）

0ニワトリの発生（本坊）

0プラナリアの再生（森田・阿久根）

0煤の凛志展示（木左畏・頭つ

0クモの標本展示（平山・前田）

0ハトの解剖（神野）

0曇の腐割（木佐貫）

0援烏の感覚（富野・篠原）

O PTC窯是と血圧測定（前田）

c慧粁票本販売

0遣物化石標葦展示・有孔虫の観察・加世酬lの氾濫（伊知地・安富・‾疲元）ざ　ニノ

◇反　　省

文化祭におけるマンネリ化を防ぎ昨年ま、でと違った革新をということで，夏休みも終わりに近

づいすここうからその準櫓に取りかかった。それでもわずか1か月の余裕しかない。′最初のうちは

テーマさがLに追われ　文化祭までの休日はすべて登校し，ま－た平日は夕方遅くまで準鳥に忙し

かったが，文化祭前日には山口さんも加功にきてくだきって，どうにか呈迷った姿で文化祭粕臨紆

ことかできた。巨摘庁しいものとして出展された微生物とクモは，予岱通り多くの注目を浴びた。

哩の讃割は人気があったが，．ハトの万は1匹終わっ二たあと，非雑の声があがったので2匹自－はや

むなく中止した。ちょっとしたハプニングもあったが，一応3年生の先輩の方タの手伝いをもら

いながらも，今年の文化祭は成功だった。しかし，今年もまだ次のような反省すべき点があった

りで記しておく。

（1）－　テ一一一マの溢坑とその後の処理r

（2）自分の迦んだテ一一マについて熟知して藷ゴくこと。

（3）自分の持ち場をむやみに離れないこと。
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プラナリアの再生

2年　阿久根　美智代

2年　森　田　睦　美

1観察の目的

再生とは，生物のからだの一部が失なわれたとき，その失なわれた部分を再びつくって，補

う現象であるが，ここでは，特に再生能力の大きいプラナリアで調べてみた。とのような切り

方をし7こら再生するか，また，何日くらいかかるか。どの部分から先に再生してくるか・‥etc．

なお，実験に用いたプラナリアは，干河の大原部落で採集したものである。

2　観察に用いた材料および署差異

プラナリア（うす茶色をした，体良2～3捌程度），井戸水（水道水には塩素がはいってい

るので，それを使うとプラナリアが死ぬ恐れがある。）

えさとしては，ゆで卯の毒味を小さくすりつぶしたものを少量与えた。シャーレ，スライド

ガラス，カミソリ

J　窯讃方法

プラナリアを水を一滴おとしたスライドガラスの上にのせ，スライドガラスの下から氷をあ

て，プラナリアの効きをとめておいた後，カミソリで次の因のような3種の形に切る。

◎預　賽

1日目　プラナリアをABCの部分に切断し，それぞれを水を3分ぐらい入れた別個のシャ

ーレに移し囁宝に保管，えさとして卵の黄味を与えた。

2日目　ABCとも切断面は，白っぽくなっていた。

五一2は水の啓敗の為に死亡していた。

C－1，C－2とも，動きがうずを巻いているようである。

一隻日日　ムー2に巨が再生された。

王ミ大震でみると，白く盛り上がった再生芽が出ている。

もー1，もー2も白く盛り上がった再生芽が出ている。

5L沌　再塗芽が成長して，A－1，A－2は，ほぼ成体に近かった。

3－3に昌が再生していた。

Cについては，再生芽が大きくなっただけでたいした変化も見られなかった。

3巨柑　再生芽が凝議に成長しているだけで，たいした変化はなかった。

10日目　ABCとも完全に再生した。
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◎観察結果と反省

これは文化祭報告であるが，実験の時，えさを入れるのを忘れたり，水をかえるのを忘れ

て水を腐敗させて死なせたりで，3回ほど実験をやりなおした。また，観察は詳しい所まで

はできなかった。
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東経体に含まれる色素の分線

2年　金　竹∴美代子
＜実験I＞　石油ベンジンとアルコールによる色素の分離

（実験路具，薬品および材料）

フラスコ，湯煎乳　三助台，石綿金網，試験管，アルコールランプ，石油，ベンジン

メチルアルコール，つゆ草

（実験方法）

ビーカーに柔らかい緑葉（やわらかいつゆ草）を入れメチルアルコール100ccを加え，湯

煎器を用い約5分間アルコールランプで加熱する。さらに，葉緑素を抽出するため10～15

ccのア）L／コールに水3cc，石油ベンジン3ccの混合液を加え色素の分離状態をみる。

（分離の結果）

ぅ［

石油ベンジンに

溶けた葉緑素a

Lとカロチン

（結果I）

石油ベンジンに溶けた葉緑素aとカロチンは

透明に近い色になり，水に池を浮かせたような

状態になる。また，葉緑素bとキサントフィル

には然々変化は見られない。

葉緑素aとカロチン，葉緑素bとキサントフィ

ルの割合は1：5ぐらいであった。

＜実験II＞ペーパークロマトグラフィによる色素の分離

（実験器具，藁品視び材料）

ペーパークロマトグラフィ装置，ろ紙，メチルアルコール，アセトン，トルエン，乳鉢

物さし，ツクバネアサガオ

（実験方法）

（1）ろ紙の一端から約4用離れた部分に線を引き原点とする。

（2）柔らかい緑色の葉（ツタバネアサガオ）をすりつぶしメチルアルコールとアセトンを

3：1の割合に加え，ろ紙の原点上に印をつける。
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（3）展開液（トルエン）にろ紙の下端なつけ，分離状態を見る。
（分離の結果）
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カロチン（黄）は，はっきりでてこなかった。

キサントフィル（黄）

葉緑素a（縁）

葉緑素b（黄緑色）

原点（直径5訂轡くらい）

3t、！J

（反　省）

輿論Iの時，1回目は本を良く読まなかったために浸出液のつくり方をまちがって露

呈と逆の分遣状態を示し失敗に終ってしまった。

笑覧玉も，錆薫に，アサガオ，つゆ草，タロ一一バ一一など反って，5．6円やってみたが

うまくいか左かった。失敗の掠因は

宝）票が扇ぐて色素の抽出がうまくいかなかった。

②　印のうけ方がうすかった。

蓬）しぼりかすがついていたために，はっきり出てこなかった。

（封　印を龍燈させすぎた。

などではなかっただろうか。致回の失敗の惑岩，やっと成功しrこわけだが，．1窃驚はけ

でなく豊や矧狛故をいろいろ禁えて，その違いを訳べたらもてノとおもしろい結果がうま

れたかもしれない。
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校　内　の　樹木　　　そ　の　2

2年　　浜　川　睦　文

前回のまのせ8号で校内に植えられた樹木の種効とその位恵を示したが，今回はその樹木の説

明の表を作ってみた。その内容はその樹木の科名，種名，その木の高さ，e産地　②用途　③開

花期（満開）備考の服にした。備考欄には特別の植栽の年代などのわかっているものだけ記し

た。この備考を暫くにあたって，吉基宗昌氏（元本校の教諭）から佐方先生当ての手紙が大変参

考になりました高校内には本校の前身加世田村立技芸学校創立以東60年間の卒業記念樹など，

心のこもった樹木がいろいろと植えられてきましたが，校舎の増改築などのためその位膚も変わ

り，枯死したものも多かったであろうが，それらについて何らのまとまった記録がないことは残

念である。佐方先生から聞いた本校の樹木のことを少し軌、てみますと，下図のF，Gの植物閏

は昭和32，3年ごろに樹木の見本園として作られたそうです。また現在の正門の前にA園があ

りますが，その中に奉安殿（天皇の写真や詔書などの納められた建物）があったそうです。それ

でA園には，ナギ，アラカシ，シキミなどの植物が見られるのだそうです。正門も苗は軌在の場

所ではなく，3年5組の前にあったのだそうです。今もその跡がはっきりと残っています。その

昔の正門付近には当時何本もの梅が植えられていて，そこに梅林を作っていたそうです。そんな

わけで現在事醇宝前にその梅林の石碑が立っていたり，校内のあちこちに梅が見られたりするの

です。また，われわれに身近なHぁふちの（せんだん）についていいますと，音の運動会は現在わ

れわれがり歌のつどい”をやる大きなせんだんの下で行なわれていたそうです。

正門　　奉安殿あと

⊂コロELE二二＝1、＿［二二二二1

⑨㌃：芋〕くJくJ（Y

‾‾‾「
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校内樹木の科別一覧表

ソテツ科　ソテツ　帯低又は低　①九　琉列　㊤観装　飾

イチョウ料　イチョウ　落高　①支→暖帯栽　②相材　植樹　巣を食

マヰ科　イヌマキ　常高　①本（関東以南）→暖樽　②生垣

ナギ（手本（紀伊半島以南）→暖帯（む庭木　生垣

マツ科　ヒ．マラヤスギ　常高　①ヒマラヤ　アフガニスタン　②庭に

タギ耳ウショウ（多行松）常底　①栽　③観盤　　　　→賞用

ダイオアマツ　常高　①北米　②材　庭

クロマツ　＿常高　①本川以南　②材　樹油　パルプ　盆　風致

ヒマラヤシーダl譜高　①ヒマラヤ　②庭に賞用　材

コウヤマキ科　コウヤマキ　常高　①本州以南→温及び暖帯②庭木

スギ科　アケボノスギ（メタセコイヤ）落高（》支　②庭木　パル

ビノキ科　コノテガシワ　宵低　①支那　満　②庭木，生垣　一・プ

ヒノキ　嵩高　①本（福井県以南）②用材　庭木

イタリヤサイプレス　常高　①地中海沿岸　②庭木

ハイネズ　腎低　①北海道　本州　②庭木

イブキ（ビャクシン）　常高　①本州以南　②庭木　用材

ヒバ　蝉高　①本州以南　②用材　庭木

カイズカイブキ　筒底　①栽　②庭木

ヤシ科　ビロウ　単高　①本州以南　①風致本　宅内装飾　⑨・4月下

カナリーヤシ　単高　①カナリー畠　②暖地層木　　　　　　－、旬

ヒナヤシ（ココス）単高木　①熱亜（訪観賞　③5月申・下旬

ユリ科　センネンポク　曽底　①印　ヒマラヤ　②雲内装溺③5月串

キミガヨラン　常低　①北米南部　豆）匪　舎　　　　　　　→下旬

セナギ科　ナガホノヤマヤナギ　落低（む本（和歌山）九，一山地

カバノキ科　ヤシャブシ　落高　①本　四　九→温帯　②護岸

ブナ科　アラカシ　嘗高　①本　四　九→暖帯　⑧用材　防火樹

クヌギ　落高　①本川以南（彰顆材　シイタケ台

カシワ　落克．庄）日本全土（含将材　庭木

ウバメガシ　書法又は小高　①本州以南　②用材　庭　③4月上旬

ニレ科　エノキ　落高　①本州以南　②用材　③3月中旬

ケヤキ　落高・①本州以南　②材

クワ科　イヌビワ　落低（∋本州（湘乗以南）②栄辱を食瀾

メギ科　メギ　落低　①本州以函→暖帯　②生垣

ホソバヒイラギナンテン　常低　①支栽　②生垣　庭木
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（垂ソ≠ッ　西田校長時代前

の校舎の玄関の前にあった

のを現在の場所に移植した。

その事わりの百も当時のも

のである。

⑧ィチ⇒ウ　西田較長時代

3本のイチョウがあったが

それと並べて小さいのを補

旭し．ナこ。

⑥クロマツ　佐万先生が苗

木を3本仮植し成長後吉峯

先生や問世田先生が定植さ

れたが1本は枯れ2本残っ

た。その苗木は，昭和24

年6月，天皇の本県卸巡幸

の時，記念としてお手播の

黒松の苗が3本，本校に配

布されたものである。

㊨ヒハ　イチョ？並木の桟

のヒバは女学校時代からあ

っ．た。

㊨ヒマラヤシーダ　39年

3月の卒業記念樹である。

㊨ビロウ　35年3月大潤

に貰いに行って植えた。

㊤　ヤナギ1年4組前の大

大きなやなぎは女学校時代

からあった。

㊨ヶヤキ　35年　志摩貫

一氏の山にあったのをもら

って来て植えた。

0キミガヨラン　17年頃

今の講堂付近の盛土地に多

数栽櫨していた。



ツヅラフジ科　コウシ1ウウヤク常低　①九‾琉列　④庭

モクレン科　シキミ　単高　①本（宮城以南）②香料

タイサンボク　常高　①北米→栽（む庭木　③7月上旬

トウモクレン（ヒメモクレ′ン）落木低　①支→栽　③4月中旬

モクレン　落大低　①支栽　②庭　③4月中旬

カラタネオガタマ（トウオガタマ）常低　庄）繭支　②庭木（の・4月申下旬

クスノキ科　クスノキ（クス）常大高　の本（関東以南）②樟脳

ニプケイ　常高（訂雲南→栽　②匪

ゲツケイジュ．寓話　①地中海沿岸→栽（多産　記念木

ユキノシタ科　ウツギ　落低　①日本全土　⑦庭　生垣

アジサイ　落（∋栽（診察

マンサク科　イスノキ　落低　①支→栽　②庭木ノ③4月中旬

バラ科　コデマリ　落低　⑧支→栽　②庭木

ユキヤナギ　落低　①本（的東以南）（多庭木（彰4月上旬

シジミバナ　落小低　①支→栽　②生垣　花園　③4月中旬

アンズ　落高　①北支　②果食瑠　庭木

ブンゴウメ　落高　①栽（勤同上

ヤマヂクラ　落高　①本州以南（塾庭木　風致木

ウメ　落小話　①九州以南→暖輯　②采を漬物　廷木（カ1月下旬

カラミザクラ　落小高．庄）支　②栗を食用

ボケ　落低　〇支→栽又は逸出　②建　盆栽　生垣　③2月下

カナメモチ　常小高　①本（静岡以南）②生垣　褐相

タチシャリンバイ（シャリンバイ）常小高（∋本州以南（劃防潮林

マメ科　ネムノキ　落岳　①本州以南（む用材（め6月中旬

ハナスオウ　落低　①支→栽　②庭木　切花　④3月下旬

サンゴシトウ　小高（分南米→憲　②延木（郭6月中旬

アメリカデイゴ　小高　①同上　②同上　③6月中旬

ハリエンジュ（ニセアカシア）落高有刺①北米②並木③4月下旬

フジ　落藤　①本川全土　②痙　③4月下旬

ヤマフジ　落藤　①近畿　中部以南　②庭

ニガシ科　ニワウルシ（シンジュ）落詩　①支　②行路木

センダン科　センダン　落高．庄）中部以南－（彰5月中旬

ユズリハ科　ユズリハ　常高　①福島以南　②庭木

トウダイグサ科　アブラギリ　落高（事支　③4月下旬

カンコノキ　落低　①山陽以南　②材

－23－

G）モクセイ　校庭内にあっ

たものを移植。

（∂クス　S17年1〝7位の

苗が生垣として定植してあ

った（現在の位置に）。

㊤ヒカンザクラ　正門のす

ぐ横にあったが昭和38年

ごろ枯れた。今は切り株だ

けが残っている。

㊤ブンゴウメ　弓道場の横

にあるノ。また音楽室のとこ

ろに5本あったが今はない

㊨ネムノキ　35年3月舞

敷野の山から，吉塞宗昌先

生が今の場所に植えた。

智タラモクセイと同
じ頃校内から移植

㊤クロガネモチ　女学校時

代からあった。

（9ナンキンハゼ

女学校時代から今の温室

付近にあった。運動場新設

とともに移植した。

×印のセンダン

図書館と生物室の間に4本

あったが枯れたり伐ったり

した。またわれわれが現在

歌のつどいをやる大きなセ

ンダンは女学校時代からあ

った。S17年頃運動場の

じゃまになるといって危う

く伐採される所だったが反

対もあって助かったという

（芝原等先生談）



ナンキンハゼ　落小高　①支那原産　②街路樹　蝋油　根薬用

ツゲ科　ヒメツゲ　常小低　①栽　②生垣　庭

モチノキ科　タラヨウ　常高　①山形以南　②庭木　生垣

・クロガネモチ　常高　①的東以南　②庭木　生垣

三シキギ科　マサキ　腎小高又は低　①日本全土（診生垣

コマユミ　落低　①日本各地　②庭木（討4月中旬

タロウメモドキ科　ナツメ　①栽又は逸出　②栗を食用

カエデ科　トウカエデ　落高　①南支→栽　②庭木

イロバカエデ　落高　①本（舶束以南）→九　②用材庭木③　3月

ミツバウツギ科　ゴンズイ　落小高（訂奉（治東以南）（郭5月中旬

アオイ科　スイフヨウ　落低　①栽　②定木　観賞

ツパキ科　ッバキ　常高（彰庭

オトメツバキ　詣低　庄）栽

サザンカ　常低又は小高　①四・九州以南　②庭，生垣　③12月中

サカキ　背高　①醤東以南　②祢事楕

ハマヒサカキ　畿底（訪本（千葉，愛知，南淡，出雲以茜）⑦鶴

ヒサカキ（アクシバ）・常低～高　①日本全土　②生垣

チ，ノヰ　帯低　①支　②飲料

ジンチョウゲ科　ジンチr3、ウゲ　常低　①台　支　①虹木

ミソハギ科　サルスベリl落画　蓬）支　印・号境木　く③7月下旬

フトモ萄科マキバブラシノヰ　署小高又は低　①濠　栽　②包賞　③5・中

ウコキ科　タラノキ　落大底　①日本全土　②薬用

カミヤツデ　詣大儀　①八重山　台　蕉）11月中旬

ヤツデ　管大底（亘本（短墓以南）〔カ庭木

ツツジ科　ドウダンツツジ　落大任　①志ノ用以南　②庭木

サツキ　岩館　㊤本州以肩　⑧定木

オオムラサキ、嘗低（D由来不詳→栽　②庭木，生垣

カキ科　カキ（カ毒ノキ）落岳　①栽　②栄を食

エゴノキ科　エゴノキ（チシャ）亘）日本各地　②印材

モクセイ科　レンギョウ蓄高　専支→栽　②観賞

ネズミモチ　嵩小高　〇本：（損東．以南）②庭木

クスギモクセイ　常小高　①熊本以南　②妊　③10月中旬

ギンモクセイ　　同上

ヒイラギ　常高　①福島以南　②生垣

ムラサヰハシドイ（ライラック）（む欧　②庭木

－24－

㊤トウカニデ、女学校時代

からあぅた。

0多行松　47年3月Dと

Eから4本講堂前に移植し

た。

0生物室前の便所の前にあ

ったイヌマキがグランドの

方に移動された。（47年

3月）

0モクセイの並木

校内にあったのを移植

1株は女学校時代巌後の卒

業記念樹である。

（◎ゥスギモクセイ　35年

3月鹿児島菓子屋寄贈

（珍キョウテクトウ　校内東

北偶にある数本は45年国

体事が局寄贈の百本の挿木

苗の申活着したもの。

（秒フェイジョア　43年ごろ

植える。前回のまのせには

気づかず書いてし、なかった

（勤ミザクラ　38年ごろ植

える。

㊤ブンゴウメ

本校創立20周年記念悔

林中の残ったものよその記

念石碑は講堂右前にある。

○ゴンズイ　38年頃定植

庭園DPは創立50周年記

念（昭和37年）造園



キ9ウテクトウ科キョウチクトウ　常低、‘．①印よりペルシャ‾　③6月中旬

ナス科　クコ　落低　①日本全土　②栄と樹皮と葉を薬札　生垣

アカネ科　クチナシ　常低　①中部以南　②生垣　庭木

スイカズラ科　サンゴジュ　常高　①本州西端以南　⑦生垣防火林

ガマメズミ　落大低　①日本全土　②巣を食用

バクサンボク　営小高　①山口県以南　②痙　③4月中旬

オオデマリ（テマリバナ）落大低　①本→栽（む庭　③4月中旬

フトモモ科　フェイジョア　常低　①南米→栽　佳）栄を食用

表中略字説明

常一常緑樹　落一落葉樹　低一低木　高一高木　③開花期

匁沌臣．備1　千寛平頂上にて　　7月19日（71年）

参加者　木佐貫彰・城戸雅俊・疾川隆文

く捕独種＞

ウラギンスジヒ3ウモン　8884♀♀coll

アサギマダラ　　3COll

ジャノメチョウ　ト3谷81♀coll

ッマグロヒ．ウモン’♯wit

短報　彪2　佐多にて　　9月24日（71年）

参加者　木佐貫杉・掛目睦文

＜捕獲種＞

タテハモドキ　2883♀♀co日　伊座敷

ツマベニチョウ　＋Wiと　　　　　　畠泊

ルリタテハ　　1COll　　　　　大泊

⑥ィタリヤサイプレス

昭和37年度卒業記念樹

匁措是．庖3　竹田神社　　71年6月22円　木佐田彰

＜捕雑種＞

スミナガシ幼虫5COll（柊令）1cc〉ll（4令）

アオバセセリ　幼虫6coll（終令）

クロコノマ　lWit　　クロコノマ1Wit　ムラサキシジミlWit
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薬による校内樹木の識別

1年　弥勧　　奨穏子

文化祭の疇痕示した木の葉印の若干を図解し，種嬢を分類大別してみると次の通りである。

対生薬

全線

3）ザクロ

10）サンゴジュ

12）ネズミモチ

13）キョウチタトゥ

31）ナギ

38）クサギ

41）メタセコイヤ

42）クチナシ

（複葉）

43）バクサンボク

40）クルミ

訂）シンジュ

鋸歯

1）コマユミ

6）マサキ

7）ヒイラギ

9）ウツギ

11）ガマズミ

22）ギンモクセイ

24）イロバカエデ

26）トウカエデ

43）バクサンボク

44）アジサイ

36）ミヤギノハギ

35）フジ

一26－

全線

4）ユキヤナギ

15）イヌマキ

16）タイサンボク

17）シキミ

18）クロガネモチ

19）ナンキンハゼ

20）イヌビワ

21）サルスベリ

23）フェイジョア

25）クスノキ

27）イチ曹ウ

34）ヒメユズIjハ

35）フジ

36）ミヤギノハギ

訂）シンジュ

40）クルミ

45）チンチョウゲ

46）イスノキ

47）二セアカシア

互生薬

蕾歯

2）ゴゴメイワガサ

5）サザンカ

8）コデマリ

14）カナメモチ

28）ァラカシ

29）チャノヰ

30）タラヨウ

32）ヤナギー一種

33）カシワ

51）シャリンバイ

52）ッバネ

53）ボケ

39）ナツメ

48）アメリカデイコ

49）トウオガタマ

50）ァブラギリ



（落葉樹）

1）コマユミ

2）コゴメイワガサ

3）ザクロ

4）ユキヤナギ

8）コデマリ

9）ウツギ

11）ガマズミ

19）ナンキンハゼ

20）イヌビワ

21）サルスベリ

23）フェイジ。ア

24）イロバカエデ

26）トウカエデ

27）イチ雪ウ

32）ヤナギ一極

33）カシワ

35）フジ

36）ミヤギノハギ

37）シンジュ

38）クサギ

39）ナツメ

40）クルミ

41）メタセコイヤ

44）アジサイ

47）ニセアカシャ

48）アメリカデイコ

50）アブラギリ

53）ボケ

（常緑樹）

5）サザンカ

6）マサキ

7）ヒイラギ

10）サンゴジュ

12）ネズミモチ

13）キ，ウチクトウ

14）カナメモチ

15）イヌマキ

16）タイサンボク

17）シキミ

18）クロガネモチ

22）ギンモクセイ

25）クスノキ

28）アラカシ

29）チャノキ

30）タラヨウ

31）ナギ

34）ヒメユズリハ

42）クチナシ

43）バクサンボク

45）ヂンチⅠウゲ

46）イスノキ

49）トウオガタマ

51）シャリンバイ

52）ッバヰ

上記樹木名番号は巻末葉形図版（1－4）中の番号を示したものである。

書籍，教科書，文房具販売

鮫　畠　書　店

加世田市本町

TEL　2－2026
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風変りな花（キキョウ）
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花弁化オシベ

2年　神　野　辰　郎

オシベ

＞＞
一一‾．11　　一ノーー

一一一一・一・一‾‾‾‾．

花の部分が下からガク，花弁，おレ′ヾ，めしべに区別できるものを，両性被花，両性花という

これらは賃の烹化してできたものと考えられる。ガクは線色，小片で，花弁は色が美しく彩られ

て形も大きさも変化が多い。おしべは花粉をつくり，めしべは花の中心にあって柚子をつくる。

これが普通の花である。上図のキキ。クは栽培種のもので野生のものはこの地域には自生してい

ない。これは部良の阿久根美智代さんが持参したものである。1本のおしべが小形の花弁に変化

しているのがわかる。
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水にさした雑草の発根調べ

1年　奥　　　真理子

生物部に入部して最初に始めた調査がこれです。この発根調査は先輩たちも行なったものです

からそれも参考にしました。（まのせ3号，8号）

05月11日採集浸水　　　　　　　　06月30日採集浸水

（I）発根したもの　5月25日調査　　（I）発根したもの　　　発根日

クサヨシ　　　根の良さ9．6甜

セリ　　　　　　　　　　　9　ど沼

ウシハコベ　　　　　　　5．8C評

ミゾソバ　　　　　　　　21　C誹

オドリコソウ　　　　　　5（湖

ヨナメ　　　　　　　　　10　ビ胱

トウバナ　　　　　　　　　0．8用

カタバミ　　　　　　　　1．8r誹

シロバナサクラタラ　　　　12．5r沼

（甘）発根しなかったもの

クサイ　　　　　　　　カワジサ

マスタサ　　　　　　フランスギク

ヨモギ　　　　　　　フキ

チチコグサ

オオイヌノフブリ

スイカズラ

カスマグサ

ヤエムグラ

ムラサキサギゴケ

ナンカクイ

ハナビゼキシ。ウ

スイ　バ

ババコグサ

カズノコグサ

ヨモギ（鮎考3）　7月4R

オオバコ　　　　　　　7月5日

ドクダミ

ハナダテ　　　　　　　7月3日

ミツバゼリ

イノコヂチ

タサニワトコ　　　　　7月5l‾1

ツユタサ（満考1）　7月3Fう

ギシギシ　　　　　　　1主はH

アシボソ（鮨考2）

カラムシ（品考4）　7月13日

トウバナ

セリ

スギナ

匝）発根しなかったもの

ヒメジ3オン

キツネノボタン

クローバー

オオアレチノギク

ハマヒエガエリ

アカネ

ー29一



0備考

く1）ッユタサ

7月3日　3本発根（Il）

7月5日　アシボソについたねん液みたいなものがついていた。アシボソのものよりも

かたまっていて毛がはえていた。（王2）

7月6日　きのうのねん液らしいものがきょうは，浪毛みたいにびっしりはえていた。

下の方にいくにしたがって根毛らしいものは，少なくなってきて半分までで

毛はなくなっていた。（I3）

（2）アシボソ

6月13日　3本発根（Hl）

6月16日　透明なねん液がついていた。（b2）

6月19日　ねん液らしいものの量がへった。（Iも）

6月24日　茎の色がところどころ赤くなっていた。

（3）ヨモギ　　5月11日に採集したものは発根しなかったが，6月30日に採集したものは

発展した。（B）5月11日に採集したヨモギは水にさしてから1度も水をか

えなかったせいか，くさってしまっrこ。

し4）カラムシ　白い点が大小いっぱい芸からふきでている。この点から庚はでてくるのでは

ないだろうか。

アシポソやツユタサのものと似たねん液がついているが，蘭かくをおいてつい

いているところとまったくねん液のついていないものがあるのがちがってい

る。（A）

A　カラムシ　（7月13日）

と　ヨモギ　（7月　4日）

Cl　ミゾ叫バ（5月25日）
へノ

ノ

C2　ミゾソバ（7月　3日）

P　ウシ′＼コベ（5月25日）

．軋　ヨメナ　　（7月26日）

F　セリ　　　（7月15日）

Glトウバナ（7月　5日）

G2トウバナ　（7月15日）

詔　の　説　明

Bl　アシボソ　（6月13日）

昼　アシボソ　（6月16日）

B3　アシボソ　（6月19日）

Il　ツユクサ（7月　3日）

工2　ツユタサ（7月　5日）

・王3　ツユクサ（7月　6日）

J　クサヨシ　（6月16日）

K　ィノコズチ（6月19日）
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1971年6月27日　晴れ

ヤマトキソウを磯閉山で採集

1年 木　戸　マリ子

上津貫から磯蘭山にぬける遠路の中生代の砂岩と

ケツ岩のたいせき岩の互層の露出した峠に近い左側

のすこし日当りのいい所に2本はえていたのを1本

だけ採集したこ

トキソウに似ているが花が正開せず色が淡く，

白に淡紅色のぼかしがある。廣弁は花被片と長ぎが

等しく，3裂し両側の裂片が小さく，申片が外側に

あまりそらない。日当りのよい山中の草地に生える。

花期6－7月　　分布は北海道から九州を経て台湾

までであるが，この地域ではめずらしいので，図解

してみた。（全章は実物大，花部は約　2倍）



ホオキオオバコ？種子発芽の実験

1年　瞳　元　依　子

1971年7月26日，ホオキオオバコの種子をまく。この種子は温室にあったホオキ型のもの

で，まく前日，10日間ぐらいの蘭に集めたものである。その中から選び出した2，000個を，た

て30用，横50（研，深さ5．5ご用の帝にまいた。

計

表の通り，1週間で約5（、‰　2週間で75％が発芽している。

8月20日に，次の代に，ホオキ型の穂と正常な樋の株が，どんな割合に出るか，調べるたれ

3mくらいの乱1683本を移植したが，枯れてしまい，目的をはたせず遺憾であった。

再びホオキオオバコの種子の散布について

3年　山コ秋生・2年神野辰郎

1971年の説べでは，前年1970年8月の時に比べ，著しい差が見られた中心から11．30研

昨年の散布巌遠地点からはさらに7桝以上も移動しているれ　これ・こイこだちに1年間の移動距離

とするのほ単封のようだ。オオバコは琶子発音後出鱒までの端跡はいくらかかるかその後は毎年

出穂するか出穂親は季郎約にきまっているのかなどの閲適が残されているようだ。一方組子散布

に特に皆無の大きい気袋条件風雨などはどうであったかもはっきりしない。1970年8月調査時

には株は存在していたが出穂しているかいなし、かは見おとしたのかも知れないと諾えられる。

1971年10月23日の調査結果は下記の通りである。

四方へ　第1株11．30桝，第2株9．40招，第3株8ユ0摺，第4株6．70〝7

0ホオキオオバコ（口絵写責1）

本校温室付近の芝生坤のもので，1964年に万匪唐人塚川堤防に発見された唯1株の軌の種子か

らふえたものである。穂状花序は数多く茎の上部に分眩してほうき状になっているので普通種と

は穂が出ればすぐ区別ができる。この付近には普通毎も多く混生していた。1971年8月写す。

－34－



1971年ネムの木の落花と果実

2年　本　坊　徳　光

この調査は，今回で3回目である。今釦は1日当りの落下花序数，それに結実の数をかぞえる

だけにした。

諏査は6月8日から8月3日まで57日鋸で，この間我々が数えた花序数は14万本以上であ

る。これを前回の106242本とくらべると約3，4万本増加している。14万本のうち落花した

日のわかっているのが113115本で，このうちわけは，次頁のグラフのとおりである。

また，今年は，8月6日の台風15号のため，結実した果実が781個落ちた。「果実は1花序

に1個，ごくまれに2個ついている」と，前回では述べているが，今年は1個のものが711個

2個のものが　64個，3個の物が　6個で，輔回とは大部異なっている。樹上で結実したものは

合わせてi308個で，結果率0．88プ乙と前回の0．25ガとくらべると大部異なっている。このよう

に前回とすると，今回は異なっている点が多かった。

結果率＝（（結実数）÷（全花序本数））×100（の
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岩　石　採　集　記

◇大浦

鼻年　安　富　朱　美
I

初めての岩石採集である。どんなことをするのかもわからないまま，榊でバスを降り，大浦へ

向った。最初にぶつかったのが石英粗面岩だった。サンプル第1号である。大浦の川沿いを行く

と，二種類の花崗斑岩の崖があったが，大部分の所が風化していた。大浦のみかん畑の道を上っ

ていくと，柱状節理の発達した黒色の輝瑚蝉があったロそこから先は花崗斑岩だけだった。

また榊のバス停へ出て，加世田方面へ向った。流絞岩と花崗斑岩が主だった。越路から砂岩の

番頭が所々にあり，火成岩から堆積岩に変わるため，めんくらった。越路付近の海岸へ降りて，

貢岩の層で走向協斜の測り万を教えてもらった。海岸から花崗斑岩の露頭もみえた。そこから加

世田市との境界付近まで砂岩と小規模な花崗斑岩が交互にみ・られた。小湊に入るあたりでは，砂

岩と貢岩の互層や流紋岩の買入岩脈がみられた。

◇秋日

射jll［lから13日まで，生物部で計画した秋目キャンプに参加した。大浦で下重し，上ノ

門部音を這って秋白峰へ急いだ。最初熔結凝灰岩からでき汀綬悌斜の畑作地帯が広がった所を通

り，牟礼、山竃に入った。そこから急傾斜の坂になり砂岩と頁岩の互層が続いた。さらに行くと，

安山岩のたまねぎ状構造などにぶつかった。まわりの山も安山岩のようだ。山道から大きな通り

に出たあたりは，輝石安山岩が続き，次に砂岩が峠のまん中まで続いた。下りになってすぐに，

下部から砂岩，安山岩，集塊岩の三層から成った高さ4〝7の崖があった。砂岩が少し続き，次に

初めてみる輝霹凝灰岩が長く続いた。輝緑凝灰岩は最初うす緑色だったが，途巾から風化して赤

色をしていた。秋目の町に近くな・った所で変朽安山岩が少し見られた。昼すぎに目的地へ到着し

た。しばらく休息してから天神鼻の方へ向ったが，今度は自分たちでルートマップを作りながら

進んだので，岩石の採策よりルートマTアブの作成の方に懸命だった。

2日目は真珠の養殖地へ行く舟に便乗させてもらって闊加ノ間に向った。角閃石安山岩と黄鉄

鉱，責銅鉱を含んだ変朽安山岩を採集した。開加ノ馳こ向う途中，舟から集塊岩と安山岩の露頭

が見えた。

3日目，1日目と反対の正面岬の方へルートマップを作成しながら岩石採集に向った。変朽安

山岩が続いたが，中に輝石角閃石安山岩や，細粒輝石安山岩があった。工事中の道路で途中まで

しかなかったが，板状節理やたまねぎ状構造もみられた。
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◇錫山

生物部で錫山の採集会が計画されたとき．スズの鉱山があると紬いていたので，参加した。

錫山でバスを降り，金峰町の万へ向って進んだ。

二本松から西山　鉱山までは，所々に貢岩をはさむ砂岩層が主だった。層の走向はだいたいNE

に近いよケだ。鉱山ではスズや爵鉱要

絡が続き，観音河内からシラスが玩

などの含まれた岩をもらってきた。鉱山からは熔結凝灰岩

1、た。牛之河内近くに花崗斑岩の買入がわずかにあったが

著しく風化していた。年之河内からシラスと熔結凝灰岩が長音寺，牧ノ内まで続き，牧ノ内から

は砂岩が主で焼結凝灰岩が所々みられた。

琶　科　学　整　岩：璃∴売

霊　鹿児島豊科教祖

寵児良市加治屋打3－14

（中央高校正門前）

でEL　22－4633
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4月25日（Sun）晴れ

第1回採集会（金峰山）

2年神　野　辰　郎

0参加者　佐万先生

2　年　木佐貫彰　神野辰郎　本坊徳光

1年　前田明子　臭真理子　睦元依子　川野成子　酉美智代　南洋子　弥勧菜穂子　束康子

0コース　加世田発（8：25）～バス～漕之名（9；05）～徒歩～痕上（11：20）～休息と採集

（2：35）～徒歩～尾下（4：35）～バス～加世田着（5；10）

今年度の最初の採県会は新入部員の入部歓迎の目的で行なわれた。天気にも恵まれて最高の扶

桑会である。参加者は男子が先生を含めて4人，女子8人という少なくない人数ではあるが楽し

そうだ。バスにゆられて金峰山登山口に到着，ここで道具の点検，荷物の入れ換えて出発した。

1年生は採集もあまりしないが一番の採業物がババコグサ，チチコグサ等花のついている柏物が

少しずつ採集されて行く。登山口の記念碑のある前で写責をとった言如i急になると採是は次に

なる。尾根につくと鼠にいじけた本にへニパナシキミの花が珍らしかった言采崇がすすメノ・ドウラ

ンもいくらかずつ増していく。途中翫抜約400の高さ付近でアかごシの六木を過ぎた丘の所で

鉢みをとった。流れる汗に風が吹し、てきて実に気持ちがいい。その間大佐票蔓はツマグロヒ一つウ

モンらしい煤の写責をとってい1こ。花のついている植物だけが捧持壱ひいて採崇していったがド

ウランもいくぶんいっぱいとなってきた。そうしている闇に啓上近くの撞社に到菩。まず水飲み

に皆一緒に行った。途中フデリンドウがあった。高さ約2センチとし、う小さい最初であっ1こ。そ

して神社に参拝し讃上の万へ行ってみたら鹿児島桟拗同好会の人々が大坂方面から豊ってこられ

ていた。採集物も私ブこちが採兵していないオンツツジ，シュンランなど土を章けたまま持ってい

た。あたりの風景を見ているとツマグロヒョウモンがよく飛来している。本庄貴君がツマグロヒ

ョウモンは山坑を占有する習性があると劫見てくれだ。下に降りてみると，班児島大学の初島博

士からサツマアオイという植物名をおそわった後，おいしい昼食をとった後に琉上付近の採集を

行った。薄気味悪いマムシグサの奇花は食虫植物に似ていた。とうカキの大木が珍しい。こんな

憲林は是非保存してもらいと思った。ハナイカダの花に感心していると，エビネの輩や桃色の花

が目についた。景上付近にはネジキやコックバ
泉ウ

ツギもあると佐方先生は語っていた。帰りは

厚佐野の手前までかけくだったがほとんど伐採地でクサイチゴの白やタチッボスミレの淡紫花が

多かった。鳥居姉から道を左にとり，リュウピンクイ（後輩糖にした）やタケノコを探り尾下到

督，植物の養悪なした。休んでいるうちにハスが票ナこので乗車して加世田へと向った。今日は新

入部員は初めての探集会で2年生の女子部貝がいなかったが，収穫も多く，また，いろいろな人

と出会い，本当に楽しい採集会であったと思う。

－39－



0－ヒ、サカキの大木（口絵写奏4）

金峰山神社前付近に自生，胸高直径20（視程もある本木で珍しい。浅山のものは，．いわゆるハナ

シバとして刈取られ，萌条状の低木をしたものが多いがこの木は両側の人物と対照してもその大

きさが明白だ。樹のはだのヂコポコも特徴がある。

編2回採集会（1971年抽30日聖）

2年、沐佐貫　　　彰

参加者　顧問　佐方先生．‘山本先生

2孝二奉坊徳光・浜川睦文・木佐貫彰

1年一伊地知正名・宮原康嬢・木戸真鯉子・西美智代・東康子・前田明子・南洋子

コース　上津欝～ノ久志～大浦

今年第2回日の採集会は上津貫～久志～大浦の間約20放血を歩いた。少し強行軍だったため

目的地の久志で思う存分採集ができなく，時間の関係上歩き通しだったのは大いに反省しなけれ

ばならない。上津貴まで汽車で行き，いよいよ出発だ。植物班は佐方先生と一緒に植物採集をし

て名前を覚えた。僕も少しノは覚えたっもりだっナ功今はほとんど記憶にない。そういえばイワヒバ

とし、う植物を山本先生が採集されたのを覚えている。媒班はいつもの調子でがんばったが，目撃

したも、のはすべて加匪酢市内に分布していた。わりとスミナガシが多かった。イシガケチョウは

発見できない。峠に近い所でイノシシの足跡を初めて見た。あの巨体をささえるには少し小さか

ったがまだまだ自然は荒されていないと思った。イノシシに畑を荒されるのは因るが，イノシシ

とて生きるため，生活がかかっているのである。それから少し行くとノウサギも見ることができ

た。いよいよ久志も近くな臓紹Lの植物もいっぱいになった。胴乱は重くなると肩にくいこんで

痛いので，前もって幅の広いひもを準備しておれば楽になるのではないだろうか。

久志についたのは1時。久志では日を震うてツマベこの話兢壷をみっちりとやって蝉道を見づけ

ようと思っていたのに届りのバスがないということで昼食を食べる閲もないぐらいだった，でも

採集こそできなかったが，ツマベニチョウの勇姿を見れてまあ満足だった。ぼくの記憶にあるツ

マペニチョウは吸蜜してもすぐに飛んでいくのだが，クチナシの花にやってきたのほ，意外と長

く吸蜜していた。また中学校瑚七に枕崎の火之紳公田に採集に行った時知った放鳥さんに会’った。

話によるとツマベこチ。クは敷所によっては多いということだった。また幼虫も採集しておられ

た。久志～大浦では，採集会というよりはむしろ歩こう会的な感じで，みんな黙々と歩いた。で

も峠の手短から見る久志の湾はまだ記憶に新しい。今桓Iの採集会では，棺に蝶班は具体的な記録

が残ってなく，一口かけてあれだけやった価値があるのだろうか。はなはだ疑問である。そこで

以後，全員せめて筆記何県だけは持参したいものである。もっと自覚して記録を詳しく残さなけ

ればならない。また次のような点も気付いたので記す。
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1．－日の採集会にしては距離が長すぎた。もっと余裕のある計画をたてることが望ましい。

2．採集会を遠足ととり違えてい・る人もいないではなかった。そのために，全員ばらばらにな

りまとまりがなかった。

3．近くの特定の場所考詳しく調査する必要がある。（特に竹田神社）

4．漠然と採集会を行なわないでテーマをきめて全員で協力して調査することが望ましい。

＜植物坤の牢録＞

上津貫のたんばの付近には　アゼムシロ（ミゾカクシ）が敷きつめて淡紫色の小花をつけてい・

る。熊手のような形をしている妙な花だ。ガマズミやマルハウツギの白い花を見て行くと左手の

湿った土手にモウセンゴケが一つぱい生えている。乾いた所にカナビキソウが黄緑の元気のない

色をみせているのは，いかにも半寄生植物らしい。中生代断崖を背にして記念撮影。磯聞山登山

口付近安山岩質集塊岩上にはキハギが多いこの地域では珍植物の1つだ。コゴメイワガサも多い。

コデマリに似た小木で葉も花もずっと小さい。もう花期をすぎているのが残念だ。こんな所まで

這ばたには，ヒメヒオウギスイセンの小さい紅花が顔を出してわれわれの行手をはげましてくれ

る。ゆっくり採集観察しながらきたので上津票駅を出発してから3時甑もすぎてからやっと峠を

越え上野部落だ。チシャノキの大木が白い花を一っぱいつけている。柴も木のはたもカキに似て

いるのでカキノキダマシともいうそうだ。下りはだんだん速度がましてくる。途中クロガネモチ

の大樹がある。シトトノキといっていた。秋には赤い実をシトトがよく食べにくるからだと数え

てもらった。遺ば左の湿地にクマノギクの淡黄色の花が目立っている。‡缶、た所にはウスベここ

ガナかわいい刷毛の形をしている。岩石の上には，シラタマカズラの責白い球采が責珠のように

美しくついている。

久志について昆虫班を待ち合わす間，海岸植物をしらべた後昼食。店でファンタと水を貰って

主人にきくとここも人口過疎が甚だしいという。大浦へ向けて出発したのは2時すぎていただろ

うか。途中道ばたの茂みから湧き出る泉にのどをいやし，美しく咲いたカキランの群生を等嘉に

おさめたりして行くと，あまり見なれぬ木があるへノカニガキらしい。樹膚に特徴がある木だ。

峠を越えれば柴内に出る。生花用のヤナギなどの栽培が珍しかった。バスの発車の時刻はいよい

よせまるが大浦の町まではまだまだ遠い。急いだ。疲れた。輩にゆられてねむくなった。

0・カキラン（口絵写畠2）

久志，大浦採集会の時，久志から大浦へ越える途中に群生していた。居弁は前後にくびれが明瞭

である。後出イソマカキランと比べてみるとよい。
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6月27日（S11n）　晴れ

第3回採集会（蔵多山）

1年　南　　　洋　子

0参加者　佐方先生　山本先生

2　年　本坊徳光，神野辰郎　木佐賀彰，浜川睦文，平山知章，鮫畠元子，染川綾子，森田睦美

1年　醤原康展，畦元抜手，木戸まり子，酉美智代，東　康子，前田明子，南　洋子

0コース　9：U5（加世田発）～9：30（津貫着）～徒歩～11：30（テレビ中継所登山口通過）

～12：15（峠・写責を写す）～徒歩・鉄山へ～1：30（頂上へ出発・鉄山より）～

3：20（頂上憲）～徒歩～5：12（津貫着）～5：38（加世田着）

9：05分売枕崎行きの汽車で加世田を発つ。津竃着9：30分。本日は疇天なり。月政調に蔵多山を

セめざして，損物と岩石とクモの採集の第一歩を踏み出した。津貢小学校に，落羽松という高さ

50誹ぐらいの大きな木があった。これが最初の植物。以後，実に多彩な植物に対面する。クチ

ナシ．ノ　′、、’、ミ，ヒメヒオウギスイセン，ヤハズソウ，ノブドウ，アカメガシワ，センニンソウ

など。その中で一声心をひかれたのはニシキミヤコグサだ．　とても可愛い黄と赤の花だった。

－もミヤコケや　P二漕にあっても’ミヤコグサ門おもしろかっナこのは，蔵多由入口で見つけたバク

プノキだ。こCつ右前は，人がバクテで負けた時着物を脱ぐように木の皮がはかれるからだそうだ。

鉦∴花をつけアこタケニグサという背の諾い植物もあった。その他にモウセンゴケ，カンコノキ，

ト　ごの喜るカカツガユ′こrどがあった。それから一路鉄山へ。途中うぐいすが鳴いていた。1時頃

隷山で暴食。その校頂上へいざすすまん。途中ホルンフェルスやレキ層を見る。植物は，ヒキオ

コシ．テイカカズラ，ポロポロノキ，赤い花柄のゴンズィ，カキラン，ハナイカダなどがあった。

軋上辻では土こい距離だった。飲料水は一滴もなくとてもつらかったが，景色がとてもよかったこ

とが印象に残っている。項上が近くなるにつれ，鼠は強く雲は速くなり霧がかかってきた。この

廿迂のがけの少しくぼんだ所で珍しいクモを見つけた。メクラグモというのだそうだ。アズキぐ

らいの体に細くて長い血のついた変わったクモだった。そこに2頭いたのだが，ふわふわとはね

るように鋤きまわってなかなかつかまえられなかった。でもやっと1頭採った。その旭の長さか

なんと14甜あまりもあった。頭上には，加世田では珍しいカラスアゲハやナガサキアゲハ．タ

ロアゲハ，モンキアゲハなどの蝶が飛来してきた。全部雄ばかり。雄は，道上付近を飛ぶ性質が

あるのだそうだ。下山は，採集する環境ではなくて見わたす限りススキ。それでも樹下の陸地に

は，アオも　コバンノボタンツル，ウマノミツバ，ミヅタマソウなどがあった。
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10月24日（Sun）くもり

第4回採集会（錫山）

2年　　神　野　辰　郎

0コース　加世田発（8：40）～〔バス〕～大坂峠～錫山（9：45）～〔徒歩〕～峠（2：28）～

大坂（3：45）～士卒（4；15）～〔バス〕～加世田着（5：20）

0参加者　佐方先生　山本先生

2　年　木佐貫彰　神野辰郎　本坊徳光　阿久根美智代

1年　安富朱美　川野成子・畦元依子　東　康子

今回の採集地は佐万先生のすすめもあり錫山にした。ちょっとくもっていたが，採集会にはまあ

まあである。いつもながらの貸切バスで？一路錫山へと向った。大部分の部員が初めての場所で

あり，胸をふくらませていた。バスにゆられて目的地錫山に到着。停留所で道具の点検を済せて

錫山の地図を写生していたら，女郎墓というのがあった。訪ねてみると雑木林の中に苔むした墓

が唯1墓淋しく300年の歴史を漂わせていた。これから士卒まで20キロの道を採集しながら引き

返すのである。いつも－ながら植物記入をして行く。アオモジ，ナツフジ（笑），ナンバンギセル

ヤブニッケイ，トゲナシイヌザンショウ等といった植物が見られた。茶業試験場のあたりでスス

キが欝生していた。そこをちょっと行ったところに山本先生の好きなアザミがいっぱいあった。

酉山付近で人家のある場所でリンドウ，ツチトリモチがあり，山本先生と本坊君ががんばったが

宿主事物の所まで宿り当たらず残念な思いをした。そのツチトリモテを採集して閲にこ旺輝西山

付近での植物の万言を聞いてみた。その後時蘭的にも昼食時であったので，倍のたちと〆昼食を
1号・

とり，休みの蘭に植物の整理を行った。その場所でシェンランを採集した。1：10に立釜を通過

ここで写責を授った。この場所に鉱山があり，岩石グループの出番である。グループは山本先生

と一緒に方鉛鉱，閃亜鉛鉱，黄鉄鉱．責銅鉱など覆い鉱石を採察した。岩見橋を通過するころか

ら植物グループはドウランがいっぱいになり，あとからはリンドウ捜しであった。岩見橋付近で

オンツツジ（ミツバツツジ）．2本、な採巌した。2：08に観音河内の付近を通過。どんどん歩きな

がらもサネカズラ；イヌハギ，ネコハギなど観察に忙しい。付近で稲架の脚にヒサカキを使用し

ているのがめずらしかった。加世田方面では．あまり見られない。一万蝶グループはソバ畑など

を一生懸命に走り回ったが，収穫が少くないようである。岩石グループも目的の岩石を採集した

ので，平坦な道は植物採集であった。4：45に大坂巾に到着した。バスの時間まで相当で，まだ

余裕もあったので士卒まで下ることにした。士卒まで来るとかわいいヒメノボタンが秋の夕陽に

ゆれていた。それを探集して，まもなくバスが来て皆乗り込んだ。今年度採集会も終りを告げ，

ホ，とした気持ちである。たまたま同乗していた本校の女生徒が峠にドウランが置いてあったと

いうので本坊君が大原さんと」情にとりに引返えすという事件もあったが楽しい1日だった。
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1971年8月10日～12日　晴れ

秋　日　調　査　会

早年’本　坊　徳　光

参加者　顧問　佐万先生　山本先生

2年　神野辰郎　木佐貴彰　金竹美代子　疾川睦文　平山智章　本坊徳光　柳田光広

1年　畦元依子　伊地知正名　奥裏理子　西美智代　日毎田明子　宮原辟展　南　洋子

安島朱美　須　康子

3年ぶりに「秋目調査会」を復活させることができた。宿泊所は旧秋目小学校の宿直室を借り

て2泊3日で行った。全体的な感じとして，植物採集や蛇採集はそっちのけで遊んでしまったよ

うだ。．

1円日　朝学校に全員集まり，佐方先生と私と荷物だけさきに秋白へ出発，あとの者はバスで

大酒まで行き，そこからは9毎の置のりを採質しながら歩いて秋日へ向かった。年後2時ご

ろ全長秋月へ到着。3日間おせわになる宿親王のそうじをして，きっ午く計画に従って活動

を開始する。夕食は，料理を作るため特にたのんでむりに来てもらった金竹さんをはじめ1

年生の女子によって作られたカレーライスである。（おせじをぬきにして）うまかった。

2日目　宮内さんのご好意にあまえて，鉛で向こう岸へつれていってもらった。みんな漁船に

乗るのは初めてだったが，めずらしさもてつだってか船蔽いは1人もでなかった。そこでは

宮内さんが，表現の養殖を行なっており，核入れを見学した。また植物踪疑，プランクトン

の採集も行なった。

3日目　年簡申密後の採集を行ない，最儀の昼食をとって，3日旭おせわになった宿直室のそ

うじをして．年後2時駄目をたった。なお，荷物は家匪科の元山先生にお揮いして串で運ん

でもらった。往復とも荷物運盤などしてくださったl司先生に感謝したい。

以上，箭軍にまとめ渡したが，2泊3日のうちには，いろいろおもしろいこともおこり，裁々

の高校生活の巾で最も楽しい思い出となるでしょう。また，秋目小学校の管理をしておられる丸

野さん，真珠の見学や，その他いろいろこβせわになった宮内さんへ部員一同心から感謝していま

す。

〔準備金品〕費用1人当り500円（運賃240円），採集道具（図鑑も持っていった万が位

利）料理の道具（ナベ，カマなど），毛布，．赤チン，ガーゼ，胃薬，米1人当り7台（少

し多すぎた）

3日間の調査概況は次の通りである。
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0植物班の記録

王　∴秋目峠付近一秋目（8月10日午前）

先発されていた佐方先生と秋目蝉に近い大浦側の山道で10時半頃会った。この時から採

集や記録をはじめたが山中だったので木が多く目についた。峠までの木は40数種類，花のある

ものは少なかった。バクサンボク．カクレミノ，コックバネウツギなど果実が見られた。タブノ

キ，トベラ，シャシャンポ・シャリンバイ，．ハマ．ヒサカキ，ク。ガネモチなどの常緑（照菓）樹

のほかオオムラサキシヰブ（紫花）カンコノキ，エノキ，カラスザンシ。ウ，クマノミズヰ，ボ

ンデンカなどの落葉樹が目につく。ヤハズソウ，アキノタムラソウ，キンポウゲ，ヒメミカンソ

ウ，ボタンポウフウ，ゲンノシ3ウコ，ヒメタズ，ネコハギやイネ科のヤマカモジグサ，チゴザ

サも顔を見せる。シダ類には，ハマホラシノブ，コモチシダ，ウラジロ，コシダ，ゼンマイ，ク

マシダ，マメヅタなどが多く，部分的にキキョウラン，アカバナなどが見られる。

峠から秋日までの樹木の種類も大体45～6種だったが草花の万が目についた。眼下に秋目の

海の眺めがすばらしかった。岩場にイワヒバの群生が多い。左手の採石場に輝緑凝灰岩の絶壁の

ある付近．ハマナタマメ（紫花）アカメガシワ，ヒメアプラススキ．ナシカズラ，クズ，カラス

ザンショウ，クスドイゲ，ヤブカラシなどがある。牛の飼料にするハドノヰも多い。ベニバナポ

ロ．ギクの花がうなだれている。サルトリイバラに似たサツマサンキライ，ホトトギスが現われる。

サネカズラがまだ固いつぼみをつけている。美男カヅラともいう。苦は洗髪に咽いたものだ。メ

ドハギ（お盆の時政物のお箸にした）の群生，シラクマカヅラもあった。下狛ま途中にわか雨に

あった。タブノキを最後にこの日の採集を終わる。秋目小学校必着1帝2〇分

（秋目峠付近の植物は，「まのせ」2号に略記がある）

0サカキカズラの果実（自然大）阿伽ノ蘭の谷間で採る。
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二ヰ
ロノ間（8月11日午前）

港をボンボン船で20分余り南航した所に阿伽ノ尚がある。作業場と小舎がある。か

合の上の崖に「叶大漁　阿伽ノ蘭　小田要助」の刻字のある小石碑が明治32年7月以来の風雨

にさらされている。山はシャリンバイ，クチナシ，アコウ′　ヤプこ，ツケィ，ネズミモチ，ヒサカ

キ．オオバグミ，バクサンボク，ヤツデ，タイミンタチバナなどの照葉樹でおおわれ，谷蘭にダ

ンテク，セキショウが多いが往時へゴも野生していたと聞いたが今回は発見できなかった。サカ

キカズラの角状の果実が珍しかった。海岸に近くッワブキ，ホソバワダシ，ボタンボウフウ，ハ

マポッス，オイランアザミ，オニヤブソテツのほか，ギシギシ，オオバコ，タカサブロウ，スベ

リヒユ，メヒシバなど人間臭のある雑草のはか，ホオキギク，ベニバナポロギクなど比較的新し

い帰化植物も見られる。つる植物にはアケビ，ミツパアケビ，テイカカズラ，ナツフジ，サネカ

ズう，ナシカズラ，ハマニンドゥ，センニンソウなどが，林下にセンリ3ウ，マンリ．ウ，ササ

ガヤ，ミソナオシ．日当りの所にハチジョウススキやダンテクの群落が見られる。岩場にキキョ

ウランが碧朱をつけていた。（口絵写彙5）

茄　秋日　一一　落水（8月11日午後）

村はずれの海岸沿いの坂道を挟んで鑑貢と宮内平蔵記念碑が建っている。ここから見下ろし

た秋目港の眺望はすばらしかった（この辺まで，田中，本坊，浜川の三先輩が追いかけて訪ねて

くれた）。ハマナタマメが紫花と緑のさやをつけている。舎雲生された道路を何台かの重がとばし

て前後に境を残して消えるその炎暑の中を歩くとポンカン融があって貯水槽に山の冷水が引いて

ある。思い切りのどをうるおす。60格好のおじさんが国主である。生垣にクスドイゲ．ヒサカ

キ，ハマヒサカキ，マサキなどが使ってある。ア〆ガシもあるが虫害が多くてあまりよくないそ
う

うだ。道はずっと海岸に沿っていて眼下に南海の水が清くすみ光っている。左の山手には白岳の

白い束塊岩の肌が目立っ。沿道にはミヤコグサ，ヒメムカシヨモギ，センダングサ，ツルソバ，

ギ可ウギシバ，ワラビ，ハマホラシノブが攻をかぶっている。センニンソウが全株白花に包まれ

ているのが－きわ印象的だった。ベニパナポロギクやヒメヒオウギスイセンがこんな辺地まで窪

みついている。樹木では，モクタチバナ，ホルトノキ　ハドノキ，ヤマモモ，ニガキ，カラスザ

ンショウ，ヌルデ，ネズミモチ，クロガネモチ，ムクノキ，タブノキなどが多く，アカメガシワ

クサギなど広東落葉韻も脇地に普通であった。

Ⅳ　秋日　一　平蒔（途中まで）（8月12日年前）

秋目から平瀬への道路はまだ拡張され7こ部分は1キロ位しかなかったがこの間をゆっくり諏

べた。ツマベニチョウの舟樹ギョボクも見られ，シラタマカズラ，ギョクシンカなどのほか，ス

ギの富木にかかったカガヅガユ（直径2．3ご揉，高さ約10桝）は珍しかった。林下にアオノクマ

タケラン（縁果）が群生し1ムサシアブミも葉が残っている。ヒヨドリシ。ウゴ，ハダカホオヅ

キ（紅果）のほかこの地域としては珍しいコマツナギ（淡紅花）がカワラケツメイ（黄花）と一
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緒に生えている。道ばたには，このほかササキビ，ナルコビ工，スズメノコビエ．ヌメリグサ，

トダシバ，ダンテク，コバノウシノシッペイ，ギョウギシバなどのイネ科植物のほかコマツヨイ

グサも新しく仲蘭入りしている。沿道の樹林は，バクサンボク，モクタチバナ．ヤマモモ，ホル

トノキ，タブノキ，イスノキ，ヤブニッケイ，トベラ，シャリンバイ，アコウ，ユズリハ，ハマ

ビワなど常緑樹が多い。

0ク阜班の記録

（第1日目）我々クモ斑は，とい’っても私と前田の二人であるが，山道に入ってからすぐ採集に

かかった。夏も頁盛りの寡昼間だから，リュグクをかついだ私にとっては，今にもパテてしまい

そうだった。しかし，木かけも多くなってくると．あちこちに，夏のクモたちが，わがもの顔に

絹を張りめぐらしている。秋目峰の顕上付近までは，オニグモや，オオシロカネグモ，ときにコ

ガネグモ（この時期では珍しいのだが）などが見うはられた。だが，下りにかかるあ1こりから，

ジョロウグモの亜成体がめっぽう多くなった。ジョロウグモの亜成体だということは，そのとき

にはわからず，変ったクモをたくさん見つけた，とたいへん白んだ。後でジョロウグモだったと

わかって少しがっかりした。

（第2日目）昨夜から，前田の具合が悪くなり今日の採集はどうしようかと迷った。しかし．前

田の希望もあって．船で阿加ノ髄まで行き，そこで採鮭をやった。やはり，ジョロウグモが圧倒

釣であったがので，あきらめて，すんだ海で泳ぐことにした。とても気持ちがよかった。秋目の

万に競りつしてから．むこうに採集道具を忘れたのに気づいた。不注意．／宮内さんにたのんでも

ってきてもらった。前崇のようすは，少しむりしたせいか恋いようだ。

（第3日月）朝から湾のはずれで泳ぎ万だった。昼すぎまで3時間近くもよくあきずに泳いだ。

帰りは，他の部員はまた大浦までてくてく歩いていくのだったが，私と前田は，元山先生の串で

一走りだった。

3日間を通して，全体的に遊び過ぎたようだった。でも楽しくていい思い出となるだろう。前

田のことを除けば………・。
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真珠養殖の見学

1年　　西　　　美智代

秋月採集会の時，おもわぬ幸運に出会った。それは貞珠の養殖を見せてもらえることだった。

どで劇伽ノ闇に着いた。途中，トビ

の養殖所についてからしぼ

あくる朝．私たちは宮内明一さんの船にゆられて約20分

ウオなどが見られたり，まわりの風景がとても美しかった。

ら‾く閥があったので，みんなそれぞれ分散して採集に行った。30分ほどしてから準備ができた

ので，みんないっせいに作業場に顔を並べた。その時のおばさん（宮内明一きん夫人）の話しを

ここで紹介します。「こちらでは昭和23年の頃から始めていたのですが，．今ではここだけです

こちらではタロチ。ウガイを使用しますができるならマペガイが・一番よいです．仕事の手吸として

はまず30度ぐらいに海水を暖ためて，その中に貝を入れ，且が自然に汎くのを待ちます。そし

て開口器で軌、て田定して貝の中にセンをはさみ衰珠の核（直径の半円・1‘1彿～15課が）を入れ

アロン・アロフ7－というボンドでスポンジのクズにつけて付着させます。それから員の外側の

カキを落して，いかだにつるして海中の占然状態におきます。12月がこの仕事のひきあげ時期

です。できた半円寅珠は1つ2，000円でボタンやイヤリングなどにして売ります。真珠の色の一

番よいのはピンク・ブルーなどで，あまりよくないのは黄・‾白です。」手際よく作業を続けなが

ら，ていねいに請してくれた。帰校後もっとくわしく知りたいと患って，責珠の種類や養殖毒味

について調べてみた。責疎員には，アコヤガイを筆熟こタイラギ・ホタテガイ・ヒオウギ・ミノ

ガイやマガキなどの畜類がある。養譜表疎は従来までは日本独自の商品であったが最近では，ビ

ルマ・オーストラリア・香港・沖組などでマベ・シロチョウガイなどの貝を使い，特に香港では

ァコヤガイによる養殖貢珠が事業化きれている。日本の全生産量の80％が伊勢湾中心になっ

ている。員珠を養殖する母貝であるアコヤガイは，伊勢湾の特産品であるのはここの湾のプラン

クトンがアコヤガイの生育を助け養華中の長珠の光沢をよりよくするからである。おもな輸出先

はアメリカ合衆国（39プg），ヨーロッパ（25プg），インド（19％），中国（5．8％）の噸である。

天然責珠は紀元前から主として王族・貴族に珍重・愛好され巌高級の宝飾品であった。カキが

貝忠を開いているとき，その［函こ落ちた雨滴か良珠になると信じられていたし，中国では深海か

ら相克珠は人魚の涙だという伝説などがある。またクレオパトラがアントニウスを迎えた宴会で

慕珠をブドウ酒に投げこんで乾杯したという伝説もある。明治26年に日本の仙木本と西川とが

共同で研究・努力した結集，人工的に食味を生産することができるようになったが，これは半摂

貞珠であった。その抱，品木本・酉出両人の十叙年の苦心と努力に見巌長平の墓沫養殖の実験の

成功により，明治40年前後に東門哀珠の養殖の特許が出願される運びにいたった。現在，甘本

の特産としての養殖責珠は，これら3人の先覚者によって発明，発見されたものか改良・改善さ

れて進化したものである。そして世界の天鮎真珠の大半も現在では日本産のものであり，アラフ
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ラ海・メキシコ湾・ベルシア湾な．どでも若干量採取されるが，品量の点で日本のものに比べれば

問題にならない状態である。

0真珠の核入れ（口絵写真6）

固定されたクロチョウガイを開いて半円の核を入れるところ。左手に開口器が光らてみえる。箱

中の白い珠が核である・靡ノ摘岸の宮内さんの作業場で写すe

◇短報

1971　飼　育　記　録

＜タテ哺ドキ＞　　　　　　　　峰史郎
9月25日の卵A，9月26日の卵Bとして記録をとった。（食草－スズメノトウガラシ）

ふ　 化 2　台 3　台 4　 令 終‥．＿令 軸　 化 羽　 化

A 乳／包9 10／勺 lq／ウ 1q／1 3 1‾レ 1ケ 1q元 2 画

（C梧） 0ユ 0．6 1．0 2，0 2．5 （死亡 ）

B 10／1 1幽 1q｛ lq／14 10／18 10／20

（α）＿こ ．0．1 ＿ 0．5 0．8 1．9 ． 2．2 （＿死亡 ）

＜カバマダラ＞（食草－トウワタ）

化

ふ　 化 2　 令 3　 令 4　 令 終　 令 嫡　 化 羽　 化

8／／セ ち／4 8／右 曇 空 a／／10 む／12 む／23
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197－1年度採集種子植物目録

1年　川野成子・　南　洋子

本年の採巣会は，金峰山久志，蔵多LU，秋目および錫山の5ヶ所であった。金峰山行は，私

たち新入生が植物名を一生懸命覚えようとした様子が頚の中に浮かぶ。あの頂上付近に咲いてい

たエビネは感じよくわれわれを迎かえてくれた。久志，大浦行は．時蘭の制限もあり大変苦労し

7二が，珍しい植物もあり収穫も大きかった。蔵多山行は，下り坂の帰途，草をわけて，小道の流

水の中をかけくだった苦しみも今となっては，たのしい思い出となった。昨年は，許可されなか

ったが，今年は，待望の秋目にキャンプにいけたのは奉ばしいことであった。これは，2年生に

は，よき思い出になるだろう。錫山行への道は，案外楽であった。ホトトギス，リンドウ，セン

ブリなど秋を思わせる章花が美しく咲きみだれていた。

次の目録は，この採集植物を，科別にまとめて表にしたものである。（）内は採集月日，×

は採集地（区間）をあらわしてある。

金峰山（4．25）＝漕之名一金峰山一尾下

久志（5．30）ニ上津貫一久志一大博

識多山（6「27）＝津頁一鉄山一歳多山

秋目（8ユ0～12）ニ大海一秋目一阿伽ノ閻

錫山（10．24）＝錫山一大坂峠一大坂一士卒

料の配列職：双子葉離弁花類（1～45）合弁花類（46～57）単子葉類（58－63）

〔花部参考図〕1．単花被花　　2～3．離弁花（子房上位）　4．離弁花（子房下位）

5．合弁花（子房上位）　　6」司（下位）
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＼
科　　　　 名 植 物 各　　　 週 堅 金 峰 山 久　 志 蔵 多 山 秋　 目 錫　 山

1 コ．ショウ フウトウカズラ

×

l

×

×

．・×・．－

×

× －

×・

．－　× 1・

×・

，．×

×

￥ 果

l

×

×

×

×

l X

×

×

×

×

×

×

× 果

×2 ヤナギ ナガホノヤマヤナギ

3 ヤマモモ ヤマモモ＿ ×

4

5　′

6

7

8

ブ　 ナ

ニ　 レ

ク　 ワ

イラクサ

ボロポロノキ

イチイガシ ．

シイノキ．

シテカシ

ウラジロガシ

マテバシイ

アカガシ

エノキ

ムクノキ

ツルコウジ

イヌビワ

ヒメイタビ

オオイタビ

イタビカズラ

ヤブマオ

メヤブセオ

ポロポロノキ

×

×

×

×

× 果 ．

×

×

9 ツチ トリモチ ツチ トリモチ ×　 花

×　 花

×

×　 花

×　 果

× 果

× 果

×　 花

×　 果

1

1 0 カンアオイ サツマアオイ

1 1 ウマノスズクサ オオバウマノスズクサ

1 2

1 3

1 4

タ　 デ

ヒ　 ユ

ツルナ

ミゾソバ

イヌタデ

ミズヒキ

メイゲツソウ

イタドリ

イノコヅチ

イヌビュ

ギシギシ

ャナギイノコヅ≠

ツルナ

1 5 ナデシコ ウシハコペ

1 6 ツヅラフジ ハスノカズラ
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科　　 ．名
崩 有＼　　 漸

金峰山 久　 志 癒多山 秋．日 錫　 山

ツヅラフジ

アケビ

モクレン

アオツヅラフジ

ツヅラフジ

ム　ベ

サネカズラ

× 泉 ニ

1・ヽ

× ‘

×

× 花

．＼

i＋ 、こ1

×

×

× ；

×

×

×

×

×

×　花

×　花

火

I

×

× i

l

×

×　果

×

×

×

×

× 果

×

×

×

クスノキ

ケー　シ

モウセンゴケ

ハマビワ

アオガシ

ホソバタブ

バリバリノキ

タブノキ

シロダモ

アオモジ

カナクギノキ

クスノキ

タケニクサ

ムラサキケマン

モウセンゴケ

×

×

×

×

×

×　果

×　花

× ；i

×

×　果 ．

×

トベラ

バラ

マ　メ

トベラ

バクチノキ

ニオイイバラ

キンiズヒキ

ワレモコウ

ヌスビトハギ

ミソプオシ

アカツメタサ

イヌハギ

ネコハギ

ク　ズ

タヌキマメ

ミヤコクサ

ニシキミヤコグサ

コマツナギ

×

×　果

！1火r 果

l ［

× 畢

× ‘＿i

×

×　巣

×
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科　　　 名
▼　　　＼
植 物 名　　　　　 場 所 金 峰 止

2 4

2 5

マ　 メ

フウロソウ

ヒメクズ

ノササゲ

マル も ギヽ

ナツフジ

メドハギ

ゲンノショウコ

衰

×　 花

×

2 6 ニガキ ニガキ

2 7

2 8

トウタ1 クサ

ミツバウツギ

エノキグサ

カンコノキ

ヤマアイ

コパンモチ

アカメガシワ

ゴンズイ

2 9 モチノキ ナナメノキ

3 0

3 1

ニシキギ

クロウメモドキ

ツルウメモ ドキ

マサキ

クロキ

ツリハナ

コクテンギ

ネコノチチ

3 2

3 3

3 4

3 5

′L3 6

ブドウ

ホル トノキ

アオイ

ツバキ

［ マタ鱒

エビズル

ツ　 タ

ノブドウ

キクパノブドウ

ヤブガラシ

ホルトノヰ （モガシ）

コバンモチ

ボンデンカ

ムクゲ

ヒサカキ

サザンカ

ハマヒサカキ

モ ヅコク

ナシカヅラ

山 久　 志 蔵苧山 秋　 目 錫　 山

×

×

×

×

×

×

×

× ×

×

×

・．×　花

火 果

×　花

×

×

×

×

×

×
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科　　　 名 植物名　　　　　 堪所 金峰山 久　 志 蔵多山 秋　 目　 錫　 山

3 7

： 3 8

オトギリソウ

イイギリ

オトギリソウ

ヒメオトギリ

イイギリ

×

×

×

×

×　果

×

×

巨

×

×

×

×　　　　 X

×　　　　 ×

3 9

4 0

キブシ

ジンチ1ウゲ

キプシ

クスドイゲ

コガンピ

×　果

×

＼ヽ

4 1

4 2

4 3

グ　ミ

アカバナ

ノボタン

ナワシログミ

ツルグミ

オオバグミ

コマツヨイグサ

アカバナ

ヒメノボタン

×　　　　 ×

×　　 ×　花

： i

！
l

×

4 4 ウコギ 才力ウコギ i X

！×；

×

×

×

×

×

こく　　　　 ×

×

× 慕　　 ！

× 花 ；

4 5

4 6

47

4 3

セ　 リ

ツツジ

サクラソウ

rリンドウ

ミツバゼリ

シラカワボウフウ

ウ　ド

ックシビリ

ボタンボウフウ

ノチドメ

ウマノミツパ

オヤブジラミ

オンツツジ

シャンサンボ

オカトラノオ

ハマポッス

ルリハコベ

リンドウ

キ笥ウチタトゥ

ニOl　ナ　ス

クマツヅラ

センブリ

サカキカヅラ

テイカカヅラ

ヒヨトIjジョウゴ

ハダカホオズキ

ャブムラサキ

ムラサキシキブ
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　＼ 科　　　名 蔽 －
5 1

5 2

5 3

5 4

5 5

クマツヅラ オオムラサキ

列 車 クサギ

シ　ソ

アカネ

r　オミナエシ

ウ Ij

ヒキオコシ

ヤマハタカ

アキノタムラ

ウツボクサ

ヤマジソ

イヌコウジュ

アカネ

ヒメヨツハム

シラタマカヅ

・へツカニガキ

クチナシ

オミナエシ

オトコエシ

カラスウリ

5 6 キヰ3ウ ツリガネニン

5 7 キ　ク

！

チチコクサ

ヌマダイコン

ツチトリモチ

ノゲシ

ヒヨドリバナ

i キツネアザミ

ババコクサ

ニガナ

セイタカアワ

シラヤマギク

アキノキリン
巨 コンギク

ダンドポロギ

べニバナポロ

i ：三；ヰ

L 竺 聖 ＿

山 久　 志 蔵多山 秋　 目 錫 通し

×

×　巣

×

×

×

X

l
P く

巨

×　花

×　花

×

×

×

×

×

×　花

l

×　花

×

×

×

×果

×

×

×　花

×　果

×　花

×

×

崩 名　　　　 所
金

オオムラサキシキブ

クサギ

ヒキオコシ

ヤマハ タカ

アキノタムラソウ

ウツボクサ

ヤマジソ

イヌコウジュ

アカネ
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科　　 テ‘名1 植 物名　　　　　 －‾所 金 峰 山 久　 志 蔵 多 山 秋　 日 錫　 山

ク

ネ

ムサキニガナ

オトコヨモギ

メナモミ

ヤクシソウ

ノアザミ

ェノコロクサ

トダシバ

アプラススキ

ヒメアプラススキ

ササクサ

巨 タチ肺

ウシクサ

ススチ

ヌカキビ

ネズミノオ

チカラシバ

カルガヤ

チヂミクサ

ホテイチク

イヌムギ

l
「 ∴ノノ！｛

！ ヵモノハシ

ャマカモジクサ

コブナダサ

ヒメコバンソウ

カニツリクサ

ヌメリグサ

×　 花

×　 花

×　 ほ

×　 ほ

×‘ほ

吏 花

× 寺子

×　 ほ

l
i

× f＿．ま

×　 ほ

×　 ほ

×　 は

×　 ほ

×　 ほ

×＿ほ

×言 ま

i X は

×　 花

！

×

×　 は

×

×　 ほ

×　 ほ

×　 ほ

×

×

×

×　 花

×

×

X　 は

×　 は

×　 ほ

×　 ほ

×　 は

×　 は

X　 は

×　 ほ

×　 は

×　 ほ

×　 ほ

×　 ほ

×

× i

l

l

l

l ！

アシボソ

コバノウシノシ ヅペイ

セトガヤ

マカラスムギ

ホソムギ

カラスムギ

×　 ほ

×　 ほ

1
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l
科　　　　 目 植物 名 「 「 、 、 、 遡 堅 金峰 山 久 ・’志 ．蔵 多 山 秋 ． 自 錫　 山

カヤツリクサ

イグサ

カヤ刈 グサ　　 l

カサスグ ー、‾

ヒメクグ

イヌクグt・‾F．ニ

イ如

×　 は

×

×　 花

×

×

×　 ほ

×　 ほ

×　 花

× 果

×　 花

×　 花

×　 花

×　 ほ

×　 ほ

× 果

×　 花

×　 果

×

l

l

×

×

×　 花

×　 花

ユ リ

ショウガ

ラ　 ン

l

オニユリ

コオニユリ

キキ ■ウラン

ホウチャクソウ

ホ トトギス

ソクシンラン

．サルトリイパラ

ヒメヤブラン

ハナそ ヨウガ
ヽ

アオノクマタケラン

ネジバナ

ムカゴトンボ

オオバノトンボソウ

ムカゴソウ

ノゝユンラン

ミヤマウヅラ 1

カキラン

！ ィソマカキラン

×

×　 花

×　 花

×　 花

×　 花

×

×

×

×

×

他校部誌紹介（1971年に我校に送られたもの）

生物の世界28　修毀舘話等学校　　　　甲南生物　5　桝軋蕗等学校

城東生物91011歳京高等学校　　轟藻27掛南柏等学校

LEBEN　9　鹿児島大学生物研究会
！lJm！
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園芸メモ（1970年11月～1972年3月）1

2年　　神　野　庚　郎
＜11月＞

12　日　シ，ウブを植える

＜12月＞

7　日　植物擦本作成

＜2月＞

25　日　ボケ，キンセンカの花が満閃

く3月＞

9　　　キンセンカが咲いている

1云　　チ■－リップの定櫨

15　　　キンセンカ，チューリタブ，

ヒナギクの定植

31　　チ1－リップの出花

く4月＞

1　　才キナグサ，サンショウの鉢植

フロックスの定植

コスモス，リテニス，百日革，

クレオメの種を購入

花びし牽，矢車草の餉花

2　　　ナデシコの開花

3　　桜，モクレンの開花

6　　　ミヤマオダマヰ，シジミ花，

モモの花の摘花

オオタニワタリの菜を数枚切る

8　　　フロックス満開

9　　　ネムノキ．メタセコイヤ出芽

10

12

14

カイガラ章満開，シラン摘花

カスミ章，ナデシコの定植

ユキヤナギが散る。リラの開花

ガーベラの開花　サツキ，ハナビシ

章が満開

コスモス，マリーゴールド，

クレオメ，サルビア，百日葦，

酵草の種播き
ボケの花が散った

19　　　アブラギリの開花

21　　花壇の除草，バラのせんてい

22　　加世E別l魔防の植物採集

クロバー，シランが満的

27　　　バラ，マーガレット，スイトピーが満開

翁　　採薙捷物の定植

29　　　ニセアカシアが清田

30　　　カスミ輩，グピジン輩の昂花

＜5月＞

4　　　ハイとスカスの曲花

5　　　ナデシコの捷播き

6　　　ア′ぺタ十1当意接昌㍉　コスモスの移植

アマリリスの摘花

12

20

21

24

く6月＞

2

5

7

11

14

15

16

－58－車

コスモスの霊櫨，コスモス，アスターの

出芽

マキバブラシノキの兢花

グピジン章，センダンノキ，テマリバナ

の満開

トウワタが出芽

ザクロの開花

ネムノキがつぼみをもつ

シダの定植，カイコウズの純花

キョウテクトウ，ミヤギノハギの摘花

アジサイの純花

カンナの開花

ダリアの開花

ネムノキの満開

オシロイ花の開花　パラの咲き終り



カイコウズ，アジサイの満指，

コショウの結笑，コスモス，オシロイ

花の定植

17　　ケイトウの定植

21　百日草の開花，カンナの満開

22　ケイトウ，マリーゴ」ルドの移植

23　　アスターの定植

24　　ひまわりの馳花

29　　タイサンボクの開花

＜7月＞

5　　コスモスの開花

10　トキワススキの咲き終り，ハマゴウ

の朗花．ハマボウの満開

13　　キヨウチクトウの満開

14　　オシロイバナの桃色，ケイトウ，ツ

グバネアサガオの開花。ガーベラの

咲き終り。トウワタ，オシロイバナ

ックバネアサガオの定植

16　　サルスベリの国花

22　　イヌエンジュ，オトギlγノウの軌花

23　　サルスベリの満拍

24　　ケイトウの約花

＜9月＞

8　　フヨウの満開

28　　コスモスの満開

＜10月＞

6　フリージア，エラブユリの定植

8　　キンモクセイの開花

9　トウワタの朗花

13　　キンモクセイの溝的

14　　フリージャの出芽

15　　フヨウの咲き終り

22　　コスモスの咲き終り。球根と種子が届

し・た。

23　　ホウキオバコの測定

矢車草，スイトピー，カーネーション

かすみ草，石竹，ひなぎく．スイートサルタン

忘れな草の種播き

26　チ1－リップ，矢車草，フリージメウ定植

訂　　パンジーの槌播き

28　　キンセン花，レナンキ1ラス，花びし章

フリージァの植え込み

怨　　かすみ草，ひなぎく，スイートカルタン

矢車草，カーネーシ。ン，石竹の発芽

30　　グピジンソウ，スターブロックス

金魚草の極播き．スイトピーの発芽

＜11月二＞

8　パンジ‾，レザゝラス，金魚章
スターフロ、，スの発芽

9　　エラブユリの出芽（34日目）

10　　ヤツデの摘花

15　　ヒイラギの開花，ネズミモチの出芽

19　フヨウがまだ咲いている。

22　　ムラサキツユクサの狂い咲き

26　　スイトピーの移植

27　　スイトピー，矢車草，フリージャの定植

＜12月＞

8　　サザンカの開花

14　　サザンカの満開

18　　バラのせんてい

20　　バラのせんてい

23　矢車草の移植

28　　ハイビスカスが芽を出している

キンセン花の定植

＜1月＞

12　　ボケ，ウメ，ツバキの開花

16

18

21

－59一一

チューリップの出芽

カンザクラの開花

マーガレットの狂い咲き

ボケの四分咲き



26　　ユキヤナギの開花

＜2月＞

1　キンセンカの陶花

12　　モークレンの抽花

遁　　オトメ＿ツバ車の満開

19　　ラグパスイセンの開花

21　矢車草の開花

お　セキテク，シキミの綿花

24　　シラン，アジサイが芽を出している

デライトセキテクの移植

25　　デライトセキチタの移植

＜3月＞

4　　フヨウ，ウメが芽を出している

ミヤマキリシマツツジがつぼみをもつ

11　フリージ丁の開花

17　桜の摘花，ミヤマキリシマツツジの

満開

21　花びし章，レナンキュラス，かすみ

草の開花．チ1－リップがつぼみを

もつ　ツツジの摘花

22　　モークレンが咲㍉ている　コデマリ

の満開　レンギヨウの満開　シラン

がつぼみをもつ　かすみ草　デージ

ーの移植

23　　フリージァ，桜の満開，チューリヅ

プの開花

男年度盤勅書和弘砂
紙　用璃尊放出r璃撞幼

時」とど、く、

触　芽一也水食を（金峰山
男7　才二噌抹東食（久糾
新　奇三壇経東武（敵乃の
梅　掛叫向島常尊敬より

取萩　割勘kといく

拓へ払華日加轟々
華2・支イヒ殊

％・1頑里融軽より喝亀の
練合鞠奄⊥とと、て．

悔　オ馴当抹集会（鈎の

72年

叫・・修緻解離摘壌刃
「生物の世界之音号Jとど～

鞄　威射摘硝放叫
仁城東生物　タ．！β．／絹．
とどく

′y
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＜先輩よりの便り＞（46．10．30発）－　本坊，浜川，木佐貫その他部員のみなさん，そろそ

ろまのせ第9号の編集も始まるころではないでしょうか。（申昭）きちわれるのを覚悟の上で書

いてみます。まず第1絶対に「まのせ」はつぶしてはならないということ。卒業して，まのせを

見る時，どんなにすばらしい記録帳として残るものか，その価値がわかるのです。作る時は苦し

くても，みんなの協力で作りあげた時の悦びは何物にもかえられません。部長だけががんばって

もだめで，それをいつも横から支える人々が必要なのです。バラバラに考え．動き出したら悲し

い鮎栄がみえてきます。同好者の集まりでお元気に協力してがんばってください。

（後略）（大原賢二）

（前略）我々が現役の頃，蝶の餌1つ捜すにも苦労があった。イワダレソウを捜すのにネコノ

シタを見つけてあったあったと喜び，ハマセンダンを捜す時には間違ってハゼにまけ，カワラケ

ツメイを捜す時にはウマゴヤシからクサネムを経てやっと本物にありつけた。こんなばかばかし

いことが今は実になつかしく思われる。「まのせ」は今や生物部員及び，OB会全員の道しるべで

す。以下きしでがましくも我々の5号，7号をふり返って今回9号の編集について一言します。

（1）採策記は，第5号秋目採集記のように物語風に終ってしまわぬよう。記録は少くても，追

加するということを忘れては意味がないと魁う。

（2）第8号のヒメウラナミシジミのごとき間違いは避ける。加えて校正は十分に。（出来和法）ン

（前略）各人がどのように部というものを考えるかはさまざまであろう。楽しいことだけがあ

るわけでもなし。しかし共に苦しみゆすり合う心がやはり必要だ。時には人の犠牲となっていく

こともあるだろう。そこにほんとうの部のよさがみると思う。我々の時に作った「まのせ」も大

変はずかしいものである。だからいっそう諸君にかける期縛は大き、、。どうかみんなで作ったみ

んなの部誌にしてほしい。つずく後輩に「まのせ」を適して何か遺すものはないか　－　こんな

意気込みではげんでほしい。（田中洋海）
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「私たちの自然」（徳永革氏寄隠）

臼をたのしませながら自然のすばらしさをふんだんに教えてくれ考えさせてくれるすばらしい

本だ。同時に自然破壊についてはさびしい態度がよみとられる。大気のよごれ（ノ私108）では

その原因から説きあかし，自然は大気のほか河川海岸などの汚染を自ら清くしてくれる力をもっ

ています。しかしその自然すら人間は破かいする方向に進んでいます。責任はすべて私たち人蘭

にみるといみます，ヲ私たちはすべての環境の汚染防止に心がけ美しい住み場所の保持につとめた

いものですと結ぶ。スカイラインは自然を故かI、する（彪＿119・）では，道路開放のための土砂

が水系生物をほろほし，

かくて自然荒廃もここま窯′
れた場所の森林は荒廃し尾根の景観は破乱　山頂部の俗化汚染，

ばもう何もいうことはない。人間の罪業の深さにせすじが寒くな

る思いすらする。自然探偵学入門（必S．123～4）はおもしろい。足跡による鳥敵虫などの推定

法だ。実際我々にも午ん年ことの必要性を感じたことがある。新川海岸のハマゴ亘の実を食べに

来たと思われる小鳥の足跡を何種叛か見て本体を知り得ずもどかしノく思ったことがある。嘗て戦

時中．叶周揚子江流域で採った桔物接本を虫屋の友人がみ〆集の食痕に見本っていたことも短、
了

出す。この探偵学をきわめれば「まのせ」1号のクチナシの犯人をも解き明かすカギともなるだ

ろう。整理のしかた（ノ柘121）首隙生活に薫聖也頓の必要なことはいうまでもない。疲理とは不

用なものを捨てることだという。なるほど1段階はそうである。それにしても痍された有用資料

もそのままでは利用するのに非能率的である。その資料をどのように整三屋するかをわかりやすく

写貢入りでのべながら，手紙1つ出すにしても利用できる実軌亘のもの中ら調査報文をまとめる

に必要有益な記事までていねいに説かれていてありがたい。

0久志・大浦採集会し口絵尋責3）

前列左より，富原読取，本佐景彰．束駁子，離間明子，西美智代，繭洋子，木戸渡り子

後列左より，伊達舟丁霊，洪出怪文，山本先生，本坊徳光

昔景は砂岩，責岩の互密（中生代白亜紀）上浮環　－　磯蔚山県道上で写す。

0キキョウラン（口絵写頁5）

ユリ科種物で市議多年草。藁が丈夫で光沢があるので生花鞘として鳥酉方面に移出したことがあ

ると淡白の小寺校できいたことがある。花はキキョウ色で接総状につき可憐，果実も碧色で美し

い。暖持・漬物である。写真は赤ノ閲の山中自生の状を示し安山岩の地樺である。
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俗説薩隅植物誌（4）

佐　方　敏　男

前3回にわたり記した植物申若干の追禰事項を版をおって書き加え，文末に上津貫の名Uj磯間

山植物追加目録と梢稀な分布を示す南産西部植物名を列記してみたい。

（4）刺皮後幹が赤味を帯びているので，アガンノッ！アカンノ，（黒瀬，吹上町和田・川辺町

など）の名がある、長島（指江）ではノコバノヅという。

（5）ミツバアケビをカライモアヅピ（吹上町和軌金峰町）という。イザクというのはイシア

ブク（即ち百アケビ）の縮まったものか。ゴヨウアケビに似て花時より全辺葉で花はミツバアケ

ビ色のものが加世田（万世）にある。マルハゴヨウアケビ（新称）という。

（6）春蘭俗云保久利また能クアカガリヲ治スと和漠三才図会に出ている。バクイ（加世田）と

もいう。

（7）鉄山にヤマアマンチャというのがある。ヒロバコンロンカのことで，盛夏白い花房を開き

その苛の奥まりが硝アジサイに似ているからつけた名前らしい。

（17）コ／トノバナ，コメバナ（日良　次上，金峰，笠沙町）と呼ばれる。長島ではアオモジを

コメパナ（指江）という。ナミコバナ（万世）というのは，可憐で美しいこの花に多分女の子達

が付けた名で杏ろう。たしかに，ヒメヒオウギスイセンという良い名は，学問的にはいざ知らず

出の呼び名としてはうとましい感じだ0「これ，何という花なの」とき幣・しかつめらし

くこの長い名をきかされた時と，ナミコバナよと返事された場合の質問者の表情を比べてみたく

なる。

（42）′和名サツマイモの学名は，ツンベルグが新定し日本名をカライモと書き葉形をアメリカ

イモと区別している。安貞も益軒もこのこ建詔を区別して∴蕃語（アメリカイモ，リょウキⅠウ

イモ）と山藷〔農全〕または甘藷〔大知5〕としている。益軒は後者の不分裂の一葉を図示して

此紐元禄ノ末琉球ヨリ薩州二波ル……蒸こハ皮ヲ不意丸ナカラ大甑ノ上二置テムシ温ナル時皮ヲ

剥ケバヤスシ般ヲ生ニテ食シ蒸シテ食ス味甘美ニシテ栗ノ如シと記載している。

（46）カキに揖通した言㍉にくい言葉として「オイゲン　キャカ　カク　カン　キャヅ　ジャ

ッタ（裁が家の客は砧をたべる客だった）」というのが，教科書版　ナマムギ　ナマゴメ　ナY7

クマゴに勅激され，子巌の閲に新作されたりしたものだ。

（54）土用藤ひ勘指の花形にて夏さくゆへにどようふぢといふ少黄色のように兄ゆる〔増地5

の3ウ＿はたドヨウ藤九州辺ニチハ苗ヲ釆リ　ヰテ藤飯トシ食フ拘杷飯ノ如シ〔約之救荒11〕

（62）オオフトマゲというのは，麻（才）の一曲げのことだ。アサの繊維即ち才の小さな一一束

を－カケといい十京を－マゲと称したので，曲げるにかけて使ったのであろう。

（70）ホウライテク一品ホウビテク（鳳尾竹）は，小ギンチク（薩州）〔屯修26〕，コザサ
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（大木場など）といわれ生垣にされることがある。夏土用申筍を生ずる故ドヨウダケともいう。

（74）この果実をアカギレの治療に闘うるので，アッガレパナ（小湊）ともいう。

（83）大浦などでは，盆踊りの時の鉦を磨くのに用いたりした。カガミグサといわれた。ムラ

サキカタバミは帰化趣として所々に見かける。日置方面では，カキ，ドングサといい　カケヅコ

（小湊），ヒッカケグサ（日置），カワハタグサ（長島指江）などの方言がある。花は一寸美し

いが一旦園園にはびこると除去に厄介な雑草となる。ヤツカイグサ，オイネェグサ，ヨタグサ

〔千葉県の植物方言第三報〕ともなるはずだ。地下の鱗茎恐るべしである。

（釘）其ヒシハといふもの雌雄あり叢生するものにて苅れ共苅れ共生ずる故肥後にて小ぎうこ

ろLといふ浜名馬居なりその植四ツ五ツ又になるをつみとりて倒に席上に置，ニッよせて席を融

けは，自ら跳りてすまふ取さまあり，組合せて席をうてば－ツは倒るるなり〔構造笑覧12〕と

いいまた，筑前ニテ小児此穂ヲ探り南棟倒二才キ対シ吹テ勝負ヲ決シ戯トス故ニスモトリ草ト云

〔苺修12〕

（94）バクチョウゲをミヅカバナ（津貫）サッツゲ（万世相星）コツゲ（小湊，川辺）などと

もいう。ムラサキシキブの白花白笑の鼠枝が長屋山にある（1970年徳永頁氏採集）。

（102）サ，カケはサルカケの遠であるいはジャケツイパラかも知れぬ。

（106）北薩大口辺でアカダンピというはクロガネモチら・しく山中に多いという。この赤い実の

ついた小枝を小鳥のワナ（タカワナとヒクワナがある）にとりつけてヒヨドリ捕りなどに使うと

いう。クロダンピはネズミモチのことで同様に鞘いられる。ナナメノキはアオハダ（大木易）と

呼ばれ，この名は加世田名勝志帳中に出ている。

（110）山中のハマせンダンの生木にキクラゲをまきつけ収穫することがある。磯蘭山中腹に見

かけた。

（115）ソンノイゲは長崎の方言でイゲはトゲのこと，としてカガツガユに当てている新聞をみ

た。往時ツンベルクが出島に滞在中，仙之助なる者がゾンノイゲという植物を彼に贈っているが

伺梅と鑑定したか。この送り状の訳者はアリドオシと断定しているが疑わしい〔ッンベルグ研究

資料142貢〕。筆者の調べでは，ソンノイゲ（長島露江）やドンノ．イゲ（同諸浦島葛輪）はクス

ドイゲであってカガツガユではなかった。カガッガユは，アマタレ（日吉，吹上町，阿多白川な

ど），アマチカ（加世田良屋，内山田など）のほかアマミカン（笠沙赤生木）などの名がある。

アマタレはアマッタルイの恵か，或はタレはタラの木で甘栗で木にトゲがあるからつけた名か。

アマチカのチカもトゲにチクリと刺されるという感じに由来した名かと思われる。

（119）金峰町議橋で毎年8月22日水神（ヒッチンドン）のお祭行事としてガラッパ祭り（俗

にヨ・ソカブイ）がある。この鞠りの青年は，シュロの皮の面（メン）をかぶり地のあろ夜具を着

て笹竹を持っという異様な姿である。

（145）盲目の座頭が西帯刀（タテワキ）と今七高く鹿児島市）のオカイヤの下を－一緒に歩いた

時，帯刀が，「ザットウは千石馬場は，えいぐわなれども1本棺にはゴヅチャイ」と挑戦した。

座諒はすかさず，「タテワヰ（ナタマメ）は壁にはうては，えいぐわなれども塩にもまれちヤゴ
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ッチャイ」とやりかえしたという（元朝日旅館主徳永頁氏が厳父平吉氏より昭和12年夏きいた

という座由の頓智話）。病後シ，ヅクリが出そ止まらなかった人がナタマメを調服してピタリと

止まった此亦取其下気帰元而逆目止血と記事が支那の本〔図考長編2〕にある。家を出て行く人．

が無事に帰ってくるようノに’この豆も携行するいわれも「もとにおさまる」ということらしい。

（148）英花白菜の名車由実図考3の94に蘭いてあるのは，キ，ベツの状でこの奉㊥董略

はこれにタマナをあてているが山西省に生ずるというので西洋疏菜のキャベツではなく，結球白

菜であろう。次の記事がある　－　生山西大葉青島如　蕗四面披離中心薬白如黄芽白菜層層緊抱

……俗語為回子白菜。

（157）ヒャクニチソウはまたヤエバナ（加世田栖本，内布など）ともいう。

（162）この革の花は，近時花粉病ゼンソクのもとになるとて嫌われ除去運動さえ起っていると

或新聞は伝えていた（昭和46．6うが一方秋の蜜源として養蜂家は黄金草というとて広大なスス

キの原中に料生する蓄花を映出す’る場面もあった。（昭46．王0）

（166）スズメトマイギというのは，カンコノキではなくマルバウツギのことらしい。笠沙町椎

ノ木の樫木山でもそういっていた。笠沙町大当ではオオムラサキシキブをハナシトマイギと云。

（169）枕崎にツワひき婆婆という話があるという。いつかきいてみたいものである。

（172）大豆の播種妻釦こついて，支部では占くから，杏（アンズ）花盛負債（クワのみ）赤可桓

大豆〔斉民要術2〕というのがある。

（177）カシワイチゴをシオズィ，山無果花をタボ，黒光りのする尖のなっている木をきくとへ

コパテだと教えてくれた〔宮本氏大隅半島民俗探訪録9貢〕というのは，フユイチゴ，イヌビワ

マルハシャリンバイのことであろうか。

（200）笠沙町大当は同町に多い石垣で区切られた段々畑が日立っ130戸ばかりの部落である。

ここではオこユリ，コオニユリをアカユリと呼び，カノコユリをオニユリと称しているがアカユ

リの棍（鱗茎）は猪の好物でこれを撮るために石垣がこわされ，捕ると主婦の一人はこぼしてい

た。オニユリについて，花壇地錦抄には，鬼ゆり色赤大りん黒はし有八重鬼ゆり，花せんやうと

記している。

（2（冶）支部ではクマヤナギの一類に年鼻拳という名がついている。

（212）ブタウリは大形で責熟し番はよいが果肉はサバサバして味はあまりよくなかったという

（徳永長氏）。これが名勝志帳のボタウリか。大浦辺でも昭和7～8年頃までは作っていたよう

である。内山田などでは，終戦頃まで作った後はナシウリに変えたという。

（2㌘）オハグロの習慣は何所よりはじまったか。後世は歯が産児の為に弱化するのを防ぎその

強化の意味で既婚餌人が行なうようになったと老えられぬだろうか。

（228）カンネカズラは，為銀カズラの意か。噛む根カズラと考える人もあるがいぶかしい。

（211）拾った種子を1970年夏にまいたら10月27′臼には発根3C肝の長さになったが発芽

まではその後しばらく日放がかかった。その後放置しておいたが現在では，本葉10枚の中7枚

がかれ，上3枚の先端まで根元から約40r帯の高さになっている。（72年3月）
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梢稀に見る南薩（西南部）植物

ヒナヒゴタイ（笠沙姥・金峰山）フラサバソウ（野間池）ハマナツメ（小浦）タコノアシ（大

浦）スズメウリ（相星）！、タザオ（万世当房）コキンバイザサ（小湊）ミクリ（加世田）タヌキ

アヤメ（加世田・吹上）ムラサキミミカキグサ（田布施）ナンテンハギ（加世田）カワラマッハ

（加世田）コマツナギ（加世田）ニワフジ（加世田　－　逸出？）マッハラン（大柄，鉄山）ヤ

ッコソウ（薩摩溺付近）アケポノソウ（長屋山）ムヨウラン（長屋山）オカオグルマ（白亀山北

詫）タニガワコンギク（河幕）アイアシ（新川・小浦）

同帰化植物　－　アメリカアサガオ・キキ，ウソウ・マッハゼリ　0　ミチバタガラシ・アメリカ

センダングサ（加世田）マンテマ・ダントポロギク・トゲナシウマゴヤシ・メリケンガルカヤ・

セイバンモロコシ・ブタクサ・マメダンパイナズナ・ヒメマッハボタン・アメリカフウロ（新川）

エゾノギシギシ（小湊）コギシギシ（万世）へラオオバコ（金峰町）ヒメスイパ・クノン・√バザタ

ロソウ（加世田）クワモドヰ（日置）オオツメクサ（万世）
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ハトカシのこと　一　人里まではいりこんで川べりや垣根あたり．で防風の役を果してくれ

る鵠謡静にアラカシがある。小さなドングリ（シゴマ）は指偶でひねって廻して遊ぶ。コマ

廻しの所謂ケンカゴマ用材としてカシ鵜は割れ易いのでサクラ，クロキなどがよく用いられ

た。木版の青票富．例えば．農政全書や耕織図などの図を見ると田畑近くの広東樹の葉が点

々と面かれ特有な樹冠をつくっているのがある。常縁カシ類であろう。こんな且を思い浮べ

ながらふとアラカシはサトカシという名でも呼ばれていそうな気がしたので念のため細べて

みたら，果せる哉サトカシの万言名が出ていた。予想が適中して一寸痛快である。

アラカシはこの外マカシ，タロカシとも呼ばれているがハトカシという名も記されてい・る。

告てこ鵠豊烏山農でもハトカシの名をきいたことがある。1967年長堀切出でハットカシ

という名をきいてバツとした。実はハトカシとは鳩樫だろう泣にきめこんでいたのに，アク

セントに注意するとまざれもない栗太樫′よのである。その後毎けられた枝葉をみると，マカ

シより票はj吏大（豪柄1．7，票身15．8C花許）他派奴は10で確かにアラカシの一堂である。

木曲こは浸上だが木はだはあらく用具の柄などにはふさわしくないと，山の九十台山村弛郎

主管皆さんは語っていた。
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加世田市周辺地域に分布する岩石類

山　本　英　司

加世田市を中心として，川辺郡および日置郡地区に分布する岩石粗について，これらの種類・

産地・産状および特徴などについて簡単に記載する。何かの折に自分の日で実際に観察し．少し

でも岩石について興味を持ってもらえれば華です。

表工に岩石の種類，産地，組成鉱物を記したので，産状や特徴などを述べることにする。

0斑岩類　　基盤岩である砂岩・貢岩およびそれらの互層を岩脈状・ドーム状・岩株状に貫いて

いる。特に大浦ポンカン薗・蔵多山・赤生木周辺ではかなり広範囲に分布し，家屋山周辺

蔵多山周辺地域では，巾10～100椚程度の小規模な岩脈状岩体がかなり数多く認められ

る。また，野紺岳周辺では安山岩類に不整合におおわれている。これらの岩石は！淡緑色

～灰緑色で，細粒～申粒の鉱物からなり斑状組織を呈する。新鮮なものは比較的問いがほ

とんどが風化し岩体の周縁部は角がとれてまるみをわびている。さらに風化すると砂岩の

風化と混同するぐらいよく類似するが，黄褐色の中に白い長石の斑点が散在し，所によっ

ては六角板状で金色のバーミキュライトも認められる。緑泥石化作用を受けた所が多いし

捕痙岩を挟んでいるのも特徴である。

0流紋岩　　上述の斑岩類の周縁相をなすか，または岩脈状に直接基盤岩類を貫いている。岩体

は小規模で巾0．57ガ～10桝程度であり，流理構造が認められる。黄褐色～黄白色の緻密

堅田な岩石だが，全体的に風化が著しく鉱物組成は明確でない。

0　岩類　　碁盤岩，斑岩頚を崇拝状に貫いている岩体で，巾5掛～20〝程度で柱状節理をな

す。黒色′－悪緑色の緻密堅固な岩石で，短柱状の輝石が認められる。疇下では斑状組織を

呈する。

0カコウ鵠縁岩　　斑岩燭と全く同様な産状をなし，淡緑色でカコウ岩に類似した岩石である。

車粒の石英，長石および畏雲母が肉眼で識別でき，等粒状組織をなす。

0安山岩類　　基盤岩窟を直盟に，または斑岩獄を不盤合におおっている。所によっては板状節

理・柱状節理が発達しているが，場所により組成鉱物の画顛・大きさ・組織・さらに色な

どが異なる。一般的には，黒色～黒灰色の激語堅固な岩石で斑状組織を皇する。また角的

安山岩は灰白色多孔質な岩石で比較的軟かく斑状組紙を呈する。

0集塊岩・角礫凝灰岩類　　上述の安山岩私を不整合におおっている岩石で，亀ケ丘・磯聞山周

辺の山々を形成し，山吾付近で急峻な崖地形をなしている。淡黄色の凝灰質の部分に牲敦

C7記～2摺程雷の安山岩の角歳をはさみこんでいるが，風雨の浸食に強く礫だけが残されて

いる所もあり，奇岩，奇峰を皇している。

0変朽安山岩　安山岩窺，集塊岩・角礫岩類が熱水変質作将を受けて変化したもので，暗緑色

～淡緑色を里し，枕崎周辺地域では金銀鉱脈の母岩になっている。局部的に変質した所も

－69・岬



〔表I　　岩石の種類〕

分　 類 岩　 石　 名 今　　 布　　 地 組　 成　 鉱　 物

半

カコウ斑岩

石英斑岩

流紋岩（火山岩）

大浦求．ン料ン園一樽，．‾大浦二小湊向め道路‾‾：：石英，斜長石．黒雲母

小湊一堀切間，大浦 ・赤生木周辺，野間岳 普通角閃石，磁鉄鉱

の麓一倍，蔵多山周辺，長屋山山中（石英 リンカイ石，緑泥石，絹雲母

石英，斜長石

・黒雲母，緑泥石∵
火

成

岩

深
成
～
深
成
岩
類

斑岩は榊．堀切周辺でよく見られる）

斜長石．黒雲母

カコウ閃緑岩 厚佐野，浦之名，向江山周辺，錫山，蔵多山 石筆，斜長氏 正血石
窯雲母，チタン鉄鉱，電
気石，磁鉄鉱，・線輝石

キ石ヒン唐 大浦ポシカニン園入口，福元，永田 斜長氏こ普通輝石，＿シソ
輝石，1°リンカイ石，1線泥
串，磁鉄鉱

閑線上ン岩． 片浦，馬叡山 斜長石，普通角閃石，普
通輝石；緑泥石，磁鉄鉱

．リンカイ石

火

山

岩

キ石安山岩 野蘭岳，亀ケ丘，今岳，磯尚山，車岳，国見岳 斜長石，普通輝石，シソ

複キ石安山岩 細見岳，とうの山々を形成し，さらにその周

辺地域

輝石，リンカイ石．磁鉄
琴

カクセン安山岩 峰尾峠周辺．国見岳 斜長石，普通角閃石，皆

．通輝石，シソ輝石，リンカイ石，磁鉄鉱

変朽安山岩 岩戸山，春日などの鉱山周辺地域，討軋 斜立石よ．緑泥石，方解石

久志ゐ海舞線 事埴輝石，霹｝ン石，
絹雲母 ‘

安山岩質集塊岩 磯観山，亀ケ丘周辺地城，春日 ‘箇石安山岩，複輝石安山

岩．凝灰岩角礫凝灰岩 赤生‾木，秋目，亀ケ丘 ：

珪　　 化　　 岩 岩戸山，春日，国見岳周辺地域 ＿

堆

砕

屑 ・

岩

礫　　　　　 岩
久木野，高崎山周辺の海岸

砂岩，貢岩，石灰岩，チャ

ート，カコウ岩

滅多山の南′鎚斜面　 枕崎，赤水の海岸 砂岩，貢岩，カコウ斑岩

砂　　　 ‾．．華 金峰山，長屋山，蔵多山などを形成し，そ 石英，斜立石，正珪石

積

岩

変
成
岩

シ　 ル　 ト　岩 の周辺地城いたる所に認ゆられる。

砂岩－・・…・両多，・大木場上す倭「

縄雲母，＿方解石，鉄鉱

貢　　　 ．岩

火
山
性
砕
層
岩

凝　　 灰　　 岩

層　 灰 ‘・岩

中山，金山，・山口，耳取峠，准之木

輝縁凝灰岩 秋目，久志 石英，斜鼓石，方解石
赤鉄鉱，縁泥石

潜結凝灰岩 東山，鉄山周辺の河床，枕崎，伊作 斜長石，普通輝石，シソ
輝石，方解石，壱望鉄霊

・化沈
還

接変
成

触岩

石　　 灰　　 岩・・野田池の南側，北側＿（転石），山神

ホルンフェルス 蔵多山，厚佐野，向江山
石英，斜長石
巣雲母，綿雲母
磁鉄鉱
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あるが，強い所では黄鉄鉱・黄銅鉱の鉱石を伴ない，弱い所では斜長石が光沢を失ない，

比較的もろくなっていて，両者ともほとんど原岩の外観を呈しない。顕微鏡で調べると斜

．長石は分解し絹雲母などに変り原形をとどめていないし，輝石類も方解石，縁泥石などに

変っている。

0基盤岩類　　主に砂岩，貢岩，シルト岩からなり，所によりそれらが互層をなしている。石灰

岩．礫岩はレンズ状に挟まれ「輝線凝灰岩も大きな露諺をなしている。

礫岩には基盤岩の中に挟まれるものと，時代的に後のものとがある。前者は径3用以下の

亜丹礫が多く硬質としてチャート・砂岩・貢岩＋石灰岩・カコウ岩が認められ，後者は径

20r析以下の亜円坪で砂岩，貢鑑　カコウ斑岩類からなっている。

砂岩は青灰色～灰黒色の中粒硬砂岩が主で非馳こ固く，不定形の貞岩岩片を挟むこと，お

よび所により方解石脈，石英脈が認められることが特徴である。

貢岩は黒色～黒灰色で薬理があり細かく岩片にくずれやすい。

シルト岩は黒色～黄褐色で無層理である。

輝緑凝灰岩は淡縁灰色～赤褐色で緻密堅固な岩石であり，所によりたん白石を挟むが，細

粒の斑岩類および細粒砂岩と混同しやすい。

0凝灰岩・眉灰岩　　局部的に分布し，安山岩猿を不慮合におおい，後述の洛結凝灰岩・シラス

におおわれている。巌大層厚4〝7程度で茂白色～乳白色をなし，細かな安山岩頓を包んで

いる。凝灰岩は無層理で，層灰岩は薬理が認められ泊地化石を挟んでいる。

0落籍凝灰岩　　上述の岩石数を不盤台におおい，上をシラスにおおわれている。東山や鉄山で

は河床を形成し柱状節理もよく発達している。風化作用に非骨にもらいが翳解な細分は灰

色～黒灰色で鉱物が縞状配列をなし，所々にレンズ状に軽石や火山ガラス，砂岩片などを

挟んでいる。一見安山岩に放似するが組級，石基が果なるので識別できるし，風化すると

赤欄色になる。

0ホルンフェルス　　カコウ岩票岩瓶との接触部において基盤岩類が接触変成作用を受けた赤紫

色の敵密堅田な岩石である。変成の程変が弱く黒雲母や石墨が認められるほどであり，範

疎も非常に狭い。

次に代表的な火成岩の化学組成について略述する。豪Ⅱは12成分についての分析値である。

ただし，分析は1966～1967年にかけて行なったものである。斑岩は酸性岩，安山岩．ヒン岩

は中性岩であるが，両者の規では特にSiO2，Fetotal，CaO，K20豊が異なる。

これは組成鉱物の違いを反映したものであり，安山岩とヒン岩はほとんど組成鉱物は類似するが

MgO，CaO，K20塁において少しずつ異なる。これはマグマの分化時期の相違からくる成

分の違いを反映したものと思われる。

以上のように，岩石（特に火成岩）は岩石学的性質（鉱物組成や組織），岩石化学的性質（化

学組成）で明確に分嬢できる。蝮初は色，固さ，鉱物の大きさや配列などに注意しながら詳細に
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観察し，次は組成鉱物を肉眼で識別できるようになれば一応分類できる。さらに分類を確実にす

るために敢微鏡で調べればいいのだが，やはり醇録を臭際に自分の目で見，ハンマーでたた′．、て

みることが最も大切だと思う。

〔表Ⅱ　　火成岩化学組成〕

「云 石 名
カ コ ウ斑 岩 輝 石 ビン岩 複輝 石安 山岩

採 集 地 榊 大 浦 ポ ンカ ン園 亀 ケ丘

S i ・0 2 6 8 ．2 2 5 9 ．6 8 5 8 ．2 0

T i O 2 0 ．4 0 0 ．9 0 0 ．5 8

A 1 2 0 3 1 5 ．0 2 1 5．4 7 1 6 ．5 2

F e t o t a l 3 ．2 1 5 ．7 8 6 ．1 3

M n O 0．0 4 0 ．0 7 t r

別：g O 1 ．0 0 2．1 9 5．5 1

q a P ．． 3 ．2 4 5 ．0 3 7 ．6 7

N a 2 0 2 ．3 0 2．2 4 2 ．5 0

棒 2－0 ・ 3 ，4 0 2．8 1 ． 0．9 0

l
讐 P 2 0 5

0 ．0 9 0 ．0 9 0．0 9

i 転 古 海
2 ．3 0 4 ．4 0 ・・ ・0 ．9 0

当 2 0 ト ） 0 ．3 6 0 ．5 0 0 ．3 2

r T o 七a l 9 9 ．5 8 9 9 ．1 6 9 9 ．3 2
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生　物部　員　名　痔

顧問：佐　万　敏　男　・山　本　英　司

〔3年〕

阿久根　雄　二

大　工　和　清

窪　　　淳　郎

本　坊　敏　保

山　口　秋　生

下　園　弘　子

園　田　栄一　子

前　田　栄　子

中間間　睦　子

本　田　ゆみ子

酉川路　孝　子

森　永　香代子

松　配　芳　子

加世田市小湊8782

加世田市宮原1424

加世田市内山田

加世田市唐仁原3286

加世田市小湊8631

加世田市武田16875

加世田市武田17740

日置瓢金峰町新山1691

加世田市内山田6142

日置郁金峰町阿多麓1937

日置郡金峰町中津野1440

日置郡金峰町宮崎2965

加世田市益山

〔2年〕

押　野　辰　郎　日置郡金峰町宮崎768

木佐貫　　　彰　加世田市宮原2226

疾川川　睦　文　加世田市小湊431

平　山　智　章　日琶郡吹上町中原2605

本　坊　徳　光　加世田市唐仁原・3286

阿久根　美智代　加世田市小湊

金　竹　美代子　加世田市益山8829

棟　原　紀久子　巨］足部吹上町中原3081

宮　野　絹　代　日置郡吹上町揚之浦1770の2

森　田　睦　美　加世田市武田17664

〔1年〕

伊地知　正　名　日置郡金峰町花瀬1905

宮　原　康　展　加世田市武田17734

畦　元　依　子　加世田市白亀1の423

－73－

奥　　　畠世子　日置郡金峰町宮崎2929

川　野　成　子　川辺郡大浦町12998

木　戸　喪世子　加世田市本町7の4

西　　　美智代　加世田市本町2区

東　　　康　子　加世田市本町17の1

南　　　洋　ナ　加世田市村原2285

前　出　明　子　日琶郡金峰町新山1691

弥　勒　菜椅子　自足郡金峰町宮崎3542

安　富　朱　美　日置郡金峰町宮崎3



一編　　集　　後　　記

長い勧間がかかったけれども「まのせ9号」ができあがり，自分たちで観察，記録などやった

1年間の活動を1冊の本として実を結ばせ得たことは編集に当った私たち2年生としてはこの上
．

ない轟びです。部員が日曜日も返上して観察，記録したものですが∴内容的には，変りはえのし

ないものもありますが，はじめてクモの記録がでたことは今後の参考に’なることと軌、ます．チ

ョウ類の記録も貴重な資料となることと思います。その他部員の不断の努力をかっていただけ輿

ば幸いです。「まのせ」の編集にあたり顧問の先生方や諸先轟方の激励に対し，深謝いたします。

最後に今後一層勘協力をお敵いします。

2年　　　神　野　辰　郎

鹿児島県加世田高等学校生物部機関誌　まのせ9号

発行日：1972年3月31日

発行者：鹿児島県加世田市川旭

加世田高校生物部

編集者：本坊徳光・神野辰郎・木佐貫彰・浜川睦文

平山智章

印　刷：鹿児島市城山町12－17

鳴るい窓社（TEL　22－8335）

－74－
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